
 
 

 

市第 130 号議案 横浜教育ビジョン 2030 の策定 

 
１ 「横浜教育ビジョン 2030」の策定趣旨 

教育委員会では、平成 18 年に、概ね 10 年を展望し横浜の教育が目指す姿を描いた「横

浜教育ビジョン」を策定し、その実現に向けて取り組んできました。現在の「横浜教育

ビジョン」策定から概ね 10 年が経過し、子どもや学校を取り巻く環境が大きく変化し

ていることや、新学習指導要領を踏まえ、今後の社会の姿を見据えた教育の理念や方向

性を示すため、「横浜教育ビジョン 2030」を策定します。 

小・中・高等学校段階の学校教育を中心に、横浜の教育が目指す人づくり、横浜の教 

育が育む力、横浜の教育の方向性を示します。 
 
 

２ 「横浜教育ビジョン 2030」の推進 

○「横浜教育ビジョン 2030」を具現化する施策や取組は、今後の「横浜市教育振興基

本計画」で示します。 
 ○各学校は「横浜教育ビジョン 2030」を踏まえ、子どもの発達段階や、学校、地域の 

状況に応じて、学校教育目標を設定します。 
 
 

３ 「横浜教育ビジョン 2030」（案）及び参考資料（案） 

  別紙１のとおり 

 

４ パブリックコメントの実施概要 

 「横浜教育ビジョン 2030」素案について、パブリックコメントを実施した結果、多くの

貴重なご意見をいただき、ご意見の一部を案に反映しました。 
 
（1）実施期間       平成 29 年 12 月 15 日（金）～平成 30 年１月 15 日（月） 

（2）意見提出方法     電子メール、FAX、郵送 

（3）素案冊子の配布部数  7,500 部  

（4）周知方法         各区役所、市民情報センター、市立学校、行政サービスコーナー、

広報よこはま、教育委員会ホームページ、ツイッター 等 

（5）実施結果       別紙２のとおり 

 

５ 素案からの修正箇所 

  別紙３のとおり 

 

６ その他資料 

  別紙４ 「横浜教育ビジョン」の振り返り 

別紙５ 現行ビジョンと「横浜教育ビジョン 2030」の違いについて 

 

 

 

こども青少年・教育委員会 

平 成 3 0 年 ２ 月 1 9 日 

教 育 委 員 会 事 務 局 
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別紙 １ 
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「⾃ら学び 社会とつながり ともに未来を創る⼈」の育成を⽬指し、⼦どもに⾝に付けてほしい⼒を
五つの視点「知」「徳」「体」「公」「開」で表し、相互に関連付けながらバランスよく育んでいきます。 

○自ら健康を保持増進しようとする態度 
○体力づくりを通じ、心身ともにたくましく生きる力 
○生涯にわたって運動やスポーツに親しむ態度 

○自分の役割や働くことの意義を理解し、行動する力 
○横浜を愛し、地域や社会のために、他者と協働する力 
○夢や目標を持ち、よりよい社会を創造しようとする態度 

○基礎・基本を身に付け、自ら問題を発見し、よりよく解決する力 
○主体的に考え、意欲的に学び続ける力 
○知識や経験を活かし、知恵をはたらかせて生きる力 

○自分を大切にし、しなやかに生きる力 
○自分を律する態度と人を思いやる優しさ 
○「本物」に触れることで育む豊かな感性 

○自分を見つめ、多様性を尊重し、共生する力 
○グローバルな視野を持ち、持続可能な社会の実現に向けて行動する力 
○進取の精神を持ち、新たな価値を創造しようとする態度 
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 多様性を尊重し、つながりを⼤切にしながら、次の四つの⽅向性に沿って施策や取組を進めます。 

よりよい社会や新たな
価値の創造に向け、
学びを社会と関連付
け、他者と協働する
機会を創出します。 

幼児期から社会的
自立までの成長過程
における学びや育ち
の連続性を大切にし
ます。 

主体的な学びを引き
出し、様々な教育的
ニーズに応じて、個性
や能力を伸ばします。 

子どもが豊かに学び
育ち、教職員がいき
いきと働くことができる
学校をつくります。 

教職員は自ら学び続
け、資質・能力の向
上を図り、使命感や
情熱を持って職責を
果たします。 

地域や社会と目標を
共有し、連携・協働す
ることを通して、子ども
と社会がつながる学
校をつくります。 
 

教職員が子どもの理
解を深め、いじめなど
の課題をチームで解
決し、安心して学べる
学校をつくります。 

学校施設の計画的
な建替えや保全等を
進め、子どもの安全・
安心を確保します。 

地域とともに子ども
をよりよく育む教育環
境を整えます。 

生涯にわたって主体
的に学び、心豊かな
生活につながるよう、
市民の学びの環境を
整えます。 

家庭は子どもの心身
の 調 和 の と れ た 発
達、自立心の育成、
生活習慣の確立を
図り、行政は家庭教
育を支援します。 

学校、家庭、地域を
は じ め 、 国 内 外 の
様々な関係機関や
企業等が連携・協働
し 、 子 ど も を 育 み ま
す。 

教育と福祉、医療等
の連携により、子ども
を切れ目なく支援し、
自立と社会参画に
向けた学びや発達を
保障します。 

※１ いじめをなくすために、「横浜⼦ども会議（2013（平成 25））」で⼦どもたちがまとめたアピール⽂より 

相手と心から向き合
うこと（想） を大切に
し、多様な価値観を
認め、支え合う風土
を醸成します。 
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複雑で変化の激しい時代、解が⼀つではない課題にも柔軟に向き合い、持続可能な社会の
実現に向けて、⾃分たちができることを考え、他者と協働し、解決していくことが重要とな
ります。  
 横浜の教育は、⼦どもが主体的に考え学び続け、多様な⼈々や社会と関わり合うことを⼤
切にします。個性や能⼒を活かしながら、夢や⽬標に向かってチャレンジし、よりよい社会
や新たな価値を創造できる⼈を育みます。 

○基礎・基本を身に付け、自ら問題を発見し、よりよく解決する力 
   いつの時代でも、基礎・基本は学習や⽣活の基盤ですが、これからは、社会とのつながりを考えなが

ら学んだことをどのように使っていくかがますます重要になります。そのため、多⾯的・多⾓的な⾒⽅
や考え⽅で問題を発⾒し、⾝に付けた知識や技能を使って思考⼒・判断⼒・表現⼒等をはたらかせなが
ら、よりよく解決していく⼒を育みます。 

○主体的に考え、意欲的に学び続ける力  
   複雑で変化の激しい時代においては、新しいことに対する好奇⼼を持ちながら変化に柔軟に対応し、

物事をよりよくしていこうとする意欲が、⽣きていく上での原動⼒となります。そのため、様々な課題
に対して筋道を⽴てて主体的に考え、学ぶことの意義や楽しさを感じながら意欲的に学び続ける⼒を育
みます。 

 

○知識や経験を活かし、知恵をはたらかせて生きる力  
   知識や情報、技術をめぐる変化の速さが加速度的になる中、的確に社会の動向を捉えることが重要で

す。そのため、様々な情報を⾊々な⾓度から精査したり、知識を相互に関連付けたりして、物事を深く
考え、真理や本質を⾒極める⼒を磨きます。その上で、学びを⼈⽣や社会とつなげ、豊かな発想を基に、
知恵をはたらかせて⽣きる⼒を育みます。  

「⾃ら学び 社会とつながり ともに未来を創る⼈」の育成を⽬指し、⼦どもに⾝に付けてほしい⼒を
五つの視点「知」「徳」「体」「公」「開」で表し、相互に関連付けながらバランスよく育んでいきます。 
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 ○自分を大切にし、しなやかに生きる力 
  「全国学⼒・学習状況調査（2017）」の結果、「⾃分には良いところがある」と答えた横浜市の⼩・

中学⽣の割合は全国より低い状況です。⾃⼰肯定感は、⾃信をもって物事に取り組み、困難を乗り越
える⼒の源となります。そのため、⾃⼰理解を深め、⾃分をかけがえのない存在として⼤切にする⼼
を育みます。また、積極的に周りに相談するなどして変化に柔軟に対応したり、助けを求めて困難を
乗り越えたりすることができるような、しなやかに⽣きる⼒を育みます。 

 

○自分を律する態度と人を思いやる優しさ 
   ⽇常⽣活の様々な問題や⾃分の⽣き⽅について関わる課題に直⾯したときには、主体的な判断の下

に⾏動することが重要です。そのため、⾃⽴的な⽣き⽅や社会の形成者としてのあり⽅について考え、
よりよく⽣きるための⾏為を⾃分の意志や判断によって選択し、実践しようとする態度を育みます。
また、他者と共によりよく⽣きることができるよう、相⼿の⽴場や気持ちを思いやって⾏動できる優
しさを育みます。 

○「本物」に触れることで育む豊かな感性 
   ⾃然体験や⽣活体験が豊富な⼦どもほど、⾃⼰肯定感や道徳観・正義感が⾼いという調査結果「⻘

少年の体験活動等に関する実態調査（2014）」があります。⾝近な⾃然から得られる発⾒や感動、⼈
と⼈がじかに触れ合うあたたかな交流や⽂化芸術の情緒豊かな世界など、様々な「本物」に触れる体
験を通して、豊かな感性を育みます。 

○自ら健康を保持増進しようとする態度 
   横浜市では、いつまでも元気に⾃分らしい毎⽇を過ごせるようにするため、⾃分のできるところか

ら健康づくりを楽しむことを「健康横浜 21」に掲げ、様々な取組を進めています。⾷⽣活の⼤切さを
理解し、望ましい⽣活習慣や楽しく運動する習慣を⾝に付けることで、⾃分の⼼⾝の健康を保持増進
しようとする態度を育みます。 

 

○体力づくりを通じ、心身ともにたくましく生きる力 
  「⼩中学校児童⽣徒体⼒・運動能⼒調査（2016）」によると、横浜市の⼩・中学⽣の体⼒は全国よ

り低い状況にあり、運動をする⼦どもとそうでない⼦どもの⼆極化傾向も⾒られます。体⼒は、意欲
や気⼒といった精神⾯の充実にも深く関わっており、⼈間の健やかな成⻑を⽀え、豊かで充実した⽣
活を送ることにもつながります。そのため、体を動かす楽しさや⼼地よさを味わい、⾃ら進んで運動
やスポーツを継続的に⾏い、⼼⾝ともにたくましく⽣きる⼒を育みます。 

 
 

○生涯にわたって運動やスポーツに親しむ態度 
   ⼀⼈ひとりの興味関⼼に応じて運動やスポーツに親しむことは、⽣活をより豊かに送ることにつな

がります。「ラグビーワールドカップ 2019
TM

」「東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技⼤会」
の経験を踏まえ、関係機関や企業等と連携した取組を通して、運動やスポーツに対する関⼼を⾼め、
⽣涯にわたって運動やスポーツを「する、みる、⽀える、知る」の多様な関わり⽅で親しむ態度を育
みます。 
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○自分の役割や働くことの意義を理解し、行動する力  
  「我が国と諸外国の若者の意識に関する調査（2013）」の結果、社会問題への関⼼や⾃分の社会参

加において、⽇本の若者の意識は諸外国と⽐べて低い状況です。そのため、学んでいることを社会と
関連付ける⼯夫などを通して、⾝近な出来事や社会問題への興味関⼼を⾼めます。その上で、家庭や
地域における役割も含めた幅広い視点で働くことの意義を理解し、社会的・職業的⾃⽴に向けて、⾃
分の役割と責任を⾃覚し、⾏動する⼒を育みます。 

 

○横浜を愛し、地域や社会のために、他者と協働する力 
   ⼤規模災害の発⽣を契機に、改めて地域や社会の絆の重要性が認識されています。横浜では、多く

の市⺠が横浜に対して愛着や誇りを感じており、豊富な⼈材と、活発な市⺠活動が特徴です。⽇頃か
ら、横浜の魅⼒を発⾒する機会や、地域社会とのつながりについて学ぶ機会を通して、地域や社会の
ために⾃分ができることを考え、他者と協働しながら課題解決を図ることができる⼒を育みます。  

 

○夢や目標を持ち、よりよい社会を創造しようとする態度  
  「全国学⼒・学習状況調査（2017）」の結果、将来の夢や⽬標を持っている横浜市の⼩中学⽣の割

合は全国と⽐べて低い状況です。様々な分野で活躍する⼈や⾝近な尊敬できる⼈との出会いなどを通
して、⾃分らしい夢や⽬標を持ち、⽣き⽅を考えようとする態度や、よりよい社会をつくるために、
⾃ら考え⾏動し続ける態度を育みます。 

 

○自分を見つめ、多様性を尊重し、共生する力 
   グローバル化や価値観の多様化が⼀層進む中、年齢や性別、国籍や⽂化の違い、障害の有無等に関

わらず、全ての⼈がお互いの⼈権や尊厳を⼤切にし、⽀え合い、いきいきとした⼈⽣を送ることがで
きる共⽣社会の実現が求められています。そのため、⾃分の内⾯と向き合い、⾃他の違いを受け⽌め
ながら、価値感や背景の異なる相⼿ともコミュニケーションを図ることを⼤切にします。その中で、
共感的に理解したり、合意を形成したりするなど、共に⽣きていく⼒を育みます。 

○進取の精神を持ち、新たな価値を創造しようとする態度 
   横浜には開港以来、国内外から⼈が集まり、常に新しい技術や⽂化を積極的に取り⼊れていく進取

の精神が育まれてきました。急速に変化する社会では、その先に起こる変化を予測し、⾏動すること
で、新たな未来を切り開いていくことが求められます。そのため、横浜がこれまで培ってきた進取の
精神や国際都市としての多様性を強みとし、既成概念や慣習を打破してイノベーションを起こすなど、
新たな価値を創造しようとする態度を育みます。 

 
 ※2 2015（平成 27）年９⽉「国連持続可能な開発サミット」にて、全会⼀致で採択された開発⽬標。先進国を 

含む、国際社会全体の⽬標として、2030 年を期限とする包括的な 17 の⽬標を設定している。 

 

   経済、社会、環境をめぐる地球規模の課題が深刻化する中、「持続可能な開発⽬標（SDGs）」の 
達成を⽬指し、世界中の国や企業、市⺠団体等が取組を進めています。そこで、横浜はもとより⽇本
の歴史や伝統⽂化を深く理解し、また、世界で起きている出来事にも幅広く関⼼を持ち、持続可能な
社会の実現に向けて⾝近なところから⾏動する⼒を育みます。 

 

○グローバルな視野を持ち、持続可能な社会の実現に向けて行動する力 
※2 
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□よりよい社会や新たな価値の創造に向け、学びを社会と関連付け、他者と協働する
機会を創出します。 

□主体的な学びを引き出し、様々な教育的ニーズに応じて、個性や能力を伸ばします。 

□幼児期から社会的自立までの成長過程における学びや育ちの連続性を大切にしま
す。 

 
〇⼈権教育の充実や「考え、議論する道徳」の展開、いじめのない⾵⼟づくりに向けた取組等を通

して、⼦どもが相⼿と⼼から向き合うことを⼤切にします。  
○集団の中で⽬標に向かって⼒を合わせ、ぶつかり合い、わかり合い、励まし助け合うことを通し

て、個々の違いを認め合いながら、ともに学び育つ⾵⼟づくりを進めます。   

 
○⼦ども⾃⾝が興味を持って積極的に学ぶとともに、学習活動を振り返って次につなげることがで

きるよう授業改善を推進します。そのために、エビデンスに基づいた指導・⽀援を⾏うとともに、
ICT をはじめとするテクノロジーの効果的な活⽤、調査研究の充実等を図ります。  

○特別⽀援教育や⽇本語指導、登校⽀援など、学習や発達を取り巻く教育的ニーズに応じて、連続
性のある多様な学びの場が⽤意されていることや、多様な個性や能⼒を伸ばす視点を重視します。 

 
○学んでいることを社会と関連付け、⾃分の思いや考えを基に⾝近な⽣活をよりよくしたり、⾃分

の未来や持続可能な社会のあり⽅について考えを広げ深めたりする機会を創出します。  
○知識や経験を相互に関連付けながら課題解決を図る機会や、他者と協働し、試⾏錯誤しながら物

事を成し遂げる機会を創出します。 

 
○幼児教育から⾼等教育までを視野に⼊れ、⽬指す⼦どもの姿や育む⼒を共有し、前の段階での教

育が次の段階で⽣かされるよう、教育課程等の効果的で円滑な接続を図ります。  
○⼩中⼀貫教育を⼀層推進するとともに、幼保⼩中⾼の連携を進めていきます。  
○社会的⾃⽴に向けて、発達の段階に応じたキャリア教育を進めていきます。 

□相手と心から向き合うこと(想)を大切にし、多様な価値観を認め、支え合う風土を醸成

します。   

おもい  

 「⾃ら学び 社会とつながり ともに未来を創る⼈」を⽬指して、多様な価値観や個性を尊重し、
⼦どもや学校を取り巻く、様々な「ひと、もの、こと」のつながりを⼤切にします。その上で、
次の四つの⽅向性に沿って施策や取組を進めます。そのために、学校や⾏政だけでなく、家庭、
地域、関係機関、企業等、⼦どもの成⻑に関わる⼈が、⽅向性を共有し、⼀体となって教育を推
進します。 
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□学校施設の計画的な建替えや保全等を進め、子どもの安全・安心を確保します。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□子どもが豊かに学び育ち、教職員がいきいきと働くことができる学校をつくります。 

□地域や社会と目標を共有し、連携・協働することを通して、子どもと社会がつながる学
校をつくります。 

□教職員が子どもの理解を深め、いじめなどの課題をチームで解決し、安心して学べる学
校をつくります。 

 
○働きやすい環境の整備等に向けた業務改善の取組とともに、ワーク・ライフ・バランスを着実に

推進し、教職員が働きがいを感じながら⼼⾝ともに健康でいきいきと働くことで、教育の質を向
上させ、⼦どもが豊かに学び育つことができる学校をつくります。  

○学校の業務改善⽀援、専⾨スタッフの配置や教職員の担うべき業務の精選等、教職員の働き⽅改
⾰を進めることにより、教職員が⼦どもとしっかり向き合う時間が確保できる、魅⼒的で持続可
能な環境を⽬指します。 

 
○全ての学校管理職・教職員が、学校の置かれた状況の変化に対応し、よりよい学校を作っていく

ために、⼈材育成指標等に基づき、⾃⾝のキャリアステージに応じて⾃ら学び続け、不断の努⼒
を重ねながら、教育に対する使命感と情熱を持って職責を果たしていきます。  

○採⽤⽅法の改善により、より優れた⼈材を確保していくとともに、⼤学との連携・協働の推進等
により、教員の養成と育成をより⼀体的に進めていきます。あわせて、校内ＯＪＴ・メンターチ
ームの活動⽀援や、研究、研修の充実を図ることにより、意欲と能⼒を最⼤限に発揮できる⼈材
育成をより⼀層進めます。 

 
○「よりよい学校教育を通してよりよい社会を創る」という⽬標を学校と社会が共有し、連携・協

働しながら、新しい時代に求められる資質・能⼒を⼦どもたちに育むという考え⽅に基づき、学
校運営協議会等を活⽤しながら、「社会に開かれた教育課程」を実現します。  

○⼦どもや地域の実態を踏まえて設定する学校教育⽬標を実現するため、校⻑のリーダーシップの
もと、学校全体として、教科等や学年を超えて教育活動や組織運営の改善を図っていきます。  

○各学校の⾃主的・⾃律的な学校運営を尊重しながら、学校や⼦ども、地域の実態を踏まえた⽀援
をしていきます。  

 
○⼦どもの思いをしっかりと受け⽌め、安⼼して学ぶことができる学校をつくります。そのために、

いじめや不登校など、複雑化・困難化する児童⽣徒指導上の課題について、個⼈で対応するので
はなく、児童⽀援・⽣徒指導専任教諭を中⼼としたチームによる指導・⽀援を進めます。  

○校⻑のマネジメント⼒や危機管理⼒の向上により、迅速かつ適切な判断のもと、カウンセラーや
スクールソーシャルワーカー、弁護⼠や医師等の専⾨家を積極的に活⽤し、⼦どもの抱える課題
のよりよい解決を図ります。 

 
○「横浜市⽴⼩・中学校施設の建替えに関する基本⽅針」に基づき、築 70 年を超えない範囲で、計

画的に学校施設の建替えを進めます。  
○学校施設の建替えや⽼朽化対策にあたっては、⼦どもの教育環境の向上を第⼀に考え、⼦どもが

安全に、安⼼して、そして快適に過ごすことができる環境を整備します。 

□教職員は自ら学び続け、資質・能力の向上を図り、使命感や情熱を持って職責を果たします。 
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□生涯にわたって主体的に学び、心豊かな生活につながるよう、市民の学びの環境を
整えます。 

□教育と福祉、医療等の連携により、子どもを切れ目なく支援し、自立と社会参画に向
けた学びや発達を保障します。 

□学校、家庭、地域をはじめ、国内外の様々な関係機関や企業等が連携・協働し、 
子どもを育みます。 

  企業・

□家庭は子どもの心身の調和のとれた発達、自立心の育成、生活習慣の確立を図
り、行政は家庭教育を支援します。 

 
○市⺠が⾃分の興味や関⼼に応じて主体的に学び続け、⼼豊かな⽣活につながるよう、読書活動の

推進や図書館サービスの充実、横浜の歴史に関する学習の場の充実を図ります。 
 
○市⺠の貴重な財産を次世代に引き継ぐため、⽂化財の保護・保全を進めるとともに、⼤⼈や⼦ど

もの学習の場としての活⽤や観光資源としての魅⼒向上を図ります。  
○市⺠が⾝近な課題に気づき、解決に向けて主体的に⾏動していくことができるよう、「学び」と「活

動」の循環を⽀援します。 

 
○⼦どもは、保護者など特定の⼤⼈との継続的な関わりの中で、愛され、⼤切にされることで、⽣

きる上での基盤となる基本的信頼感を育んでいきます。これを踏まえ、家庭は⼦どもの⼼⾝の調
和のとれた発達を図り、⾃⽴⼼の育成や⽣活習慣の確⽴に努めます。  

○家族形態の変容や地域のつながりの希薄化など、家庭での教育を⾏うことが困難な状況が指摘さ
れています。⾏政は、各家庭の⾃主性を尊重しつつ、地域や学校、幼児教育施設等と連携し、保
護者への学習の機会及び情報の提供を進め、保護者どうしのつながりや地域との交流を促進する
ことにより、保護者が安⼼して、家庭での教育を⾏うことができるよう⽀援します。 

 
○より多くの保護者や地域住⺠等が学校運営に積極的に参画することで、地域と学校が双⽅向で関

わる協働活動を推進するとともに、市⻑部局や警察等関係機関との連携強化により、登下校時の安全
確保等を図りながら、地域全体で⼦どもを育みます。  

○地域⼈材だけでなく、国内外の教育機関や企業、⺠間団体等と⼦どもの成⻑に向けた⽬標を共有
しながら連携・協働し、教育内容の充実を図ります。  

○⼦どもが積極的に地域や社会に参画して課題解決に向けて本気で取り組むことを推進し、⼦ども
の挑戦する姿を厳しくもあたたかく受け⽌めてくれるような地域コミュニティを形成していくこ
とで、⼈づくりと地域づくりの好循環を⽣み出していきます。 

 
○全ての⼦どもの豊かな学びや育ちのため、教育と福祉、医療等が連携し、貧困や児童虐待など、

様々な課題を抱える⼦ども⼀⼈ひとりに寄り添って⽀えます。 
 
○学校だけでは解決が困難な課題においては、学校と幼児教育施設や区役所、児童相談所、地域療

育センター、医療機関、地域の団体等が連携し、役割分担をしながら切れ⽬なく⽀援することに
より、⼦どもの⾃⽴と社会参画に向けた学びや発達の保障につなげていきます。 

□地域とともに子どもをよりよく育む教育環境を整えます。 
 
○学校は、⼦どもが多くの時間を過ごす学習・⽣活の場であるとともに、地域の防災や⽣涯学習等

にも活⽤され、地域におけるまちづくりの様々な役割を担っていく場になります。 
 
○学校施設の建替え時には、建替えでなければ解消できない施設の機能⾯の課題解決のほか、学校

規模の適正化の検討や、教育効果の向上が⾒込むことのできる他施設との複合化等について留意
し、地域とともに⼦どもをよりよく育むための教育環境を整えます。 
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「横浜教育ビジョン 2030」を具現化する
施策や取組は、今後の「横浜市教育振興基本
計画」 で⽰します。  

「横浜市教育振興基本計画」では、具体的
な指標を設定し、PDCA サイクルに基づき着
実に取組を進め、検証を⾏います。  

各学校は「横浜教育ビジョン 2030」や「横
浜市教育振興基本計画」を踏まえ、⼦どもの
発達段階や、学校、地域の状況に応じて学校
教育⽬標を設定します。 

  

   

  

  

※3 各学校が、学校教育基本⽬標の達成に向けて、３年間の学校経営⽅針や取組を⽰したもの。 
※4 各学校が教育課程を編成・実施・評価・改善していく際の拠りどころとなるもの。 

※5 教育基本法第 17 条第２項に基づき、横浜市における教育の振興のための施策に関する基本的な計画を定めるもの。 

※5 

横浜市教育委員会では、2004（平成 16）年に横浜教育改⾰会議を設置し、教育基本
法改正や学習指導要領改訂に先駆けて、横浜における教育のあり⽅と改⾰の⽅向性につ
いて検討を⾏い、2006（平成 18）年に「横浜教育ビジョン」を策定しました。「横浜教
育ビジョン」の中で、⼦どもを育成する際に⼤切にする視点として⽰した「知」「徳」「体」
「公」「開」は、各学校の教育⽬標や中期学校経営⽅針 にも明記されるなど、教職員に
広く浸透しています。国が⽰す「知」「徳」「体」に加え、横浜らしさである「公」「開」
を設定して教育を推進したことにより、地域や社会に貢献しようとする態度の育成や、
共⽣の意識の醸成が進んでいると考えられます。  

「横浜教育ビジョン」策定から概ね 10 年が経過し、⼦どもや学校を取り巻く環境は
⼤きく変化しました。さらに、国内外では 2030 年頃の社会を⾒据えた議論が活発化し、
国から新学習指導要領が⽰され、「社会に開かれた教育課程」が打ち出されたところです。
そこで横浜市教育委員会は、未来の社会の姿や新学習指導要領の考え⽅を踏まえ、「横浜
教育ビジョン」を礎とした新たなビジョンを策定することとしました。検討にあたって
は、「横浜市⽴学校カリキュラム・マネジメント要領」 の策定と連動をはかりながら、
学校現場や他区局職員から幅広く意⾒を聞き、様々な分野で活躍する外部有識者から助
⾔をいただきました。また、パブリックコメントを実施し、市⺠の皆様のご意⾒を踏ま
え策定しました。「横浜教育ビジョン 2030」は、⼩・中・⾼等学校段階の学校教育を中
⼼に、「横浜の教育が⽬指す⼈づくり」、「横浜の教育が育む⼒」、「横浜の教育の⽅向性」
を⽰します。 

※3 

※4 
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⼈⼝減少社会の到来やグローバル化の⼀層の進展とともに、第４次産業⾰命によ

って、進化した⼈⼯知能が様々な判断を⾏うなど、社会や⽣活が⼤きく変わってい
くとの予測がなされています。  

このような時代だからこそ、解が⼀つではない課題等にも主体的に向き合い、⼈
間ならではの感性をはたらかせることが必要となります。⾃分の可能性を発揮し、
よりよい社会と幸福な⼈⽣を創っていくことのできる⼒を育むことが重要です。  

また、「持続可能な開発⽬標（SDGs）」の達成を⽬指し、世界中の⼈々が取組を進
めています。地域や社会の将来を⾃分事と捉え、誰もが⾃分らしく活躍できるとい
うインクルーシブな視点をもって、多様な⼈々と協働し、共⽣する⼒を育むことも
重要です。  

⼤きく変化する時代を⾒据え、「横浜教育ビジョン 2030」は、「⾃ら学び 社会と
つながり ともに未来を創る⼈」の育成を⽬指します。このビジョンを、⼦どもの
成⻑に関わる⼈（学校、家庭、地域、関係機関、企業等）で広く共有し、社会全体
で⼦どもたちを育み、ともに未来を創っていきましょう。 
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平成  年  月発行 横浜市教育委員会事務局 教育政策推進課 

〒231-0017 横浜市中区港町１－１ 

電 話 ０４５－６７１－３２４３ ＦＡＸ ０４５－６６３－３１１８ 

ＵＲＬ http://www.city.yokohama.lg.jp/kyoiku/vision/ 



 
 

■パブリックコメント実施結果  

 （1）意見提出状況 

      投稿数 88 通  意見数 239 件 

投稿手段 通 数  年 齢 通 数 

電子メール 77  10 歳代 ０ 

FAX ３  20 歳代 １ 

郵送 ８  30 歳代 ４ 

計 88  40 歳代 10 

   50 歳代 20 

居住地 通 数  60 歳代 11 

市内 58  70 歳代 ５ 

市外 ４  80 歳代以上 ３ 

不明 26  不 明 34 

計 88  計 88 
 

（２）項目別意見数 

施策体系 意見数 

１ 横浜の教育が目指す人づくり 13 

２ 横浜の教育が育む力 46 

３ 横浜の教育の方向性 

 １ 子どもの可能性を広げます 26 

 ２ 魅力ある学校をつくります 44 

 ３ 豊かな教育環境を整えます 21 

 ４ “オール横浜”で子どもを支えます 24 

横浜教育ビジョン 2030 について １ 

横浜教育ビジョン 2030 の推進 ４ 

横浜教育ビジョン 2030 において重視する点 ２ 

全体に関するご意見 27 

その他 31 

合 計 239 
 

 （３）ご意見への対応状況 

 対応状況 意見数 割 合 

ア ご意見を反映し、素案を修正したもの ８  3.3％ 

イ 素案と同趣旨及び賛同いただいたもの 33 13.8％ 

ウ ご意見として参考とさせていただいたもの 196 82.0％ 

エ その他 ２ 0.8％ 

※ 全体の意見数（239 件）に対する割合については、小数点第二位を四捨五入しています。 

端数処理の関係で合計が 100％とならない場合があります。 
 

（４）意見一覧及び意見に対する考え方・対応 

    別紙２参考資料のとおり。 

別紙 ２ 
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■意見一覧及び意見に対する考え方・対応 

№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１  １ 横浜

の教育が

目指す人

づくり 

・１横浜の教育が目指す人づくりにつ

いて、世界との玄関口横浜にとって、

まず人としての命を貰ったからには、

自分自身を慈しみ、大切にできる人に

なることが重要である。それが「未来

を創る人」になる。 

賛同 ○５頁「横浜の教育が育む力」の「徳」

の解説に、自分をかけがえのない存

在として大切にする心を育むことを

示しています。頂いたご意見を踏ま

えながら、今後も教育施策を推進し

てまいります。 

２  １ 横浜

の教育が

目指す人

づくり 

・横浜の教育が目指す人づくりには共

感する。子どもが主体的に考え、意欲

的に学び続ける力をつけるというのに

も賛成である。その力をつけるには探

求的に学ぶことが必要であり、そのよ

うな学びのためには学校図書館の活用

が必要と考える。 

賛同 ○頂いたご意見を踏まえながら、今

後も教育施策を推進してまいりま

す。 

３  １ 横浜

の教育が

目指す人

づくり 

・人は行政がつくるものではない。「横

浜の教育が目指す人づくり」ではなく、

「横浜が目指す教育」にすべきである。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」におけ

る「人づくり」とは、人を予定され

た形に仕立てることではなく、「自ら

学び 社会とつながり ともに未来

を創る人」へと自ら成長していける

よう支えることと考えています。子

どもたちを、学校、家庭、地域等が

連携・協働しながら育んでいけるよ

う、「横浜教育ビジョン 2030」の目

指す理念や方向性を明確にし、子ど

もの成長に関わる人と広く共有した

いと考えます。多様な価値観や個性

を尊重しながら、横浜だけでなく、

ともに未来を創る人を育んでいきま

す。 

４  １ 横浜

の教育が

目指す人

づくり 

・人は行政がつくるものではない。「横

浜の教育が目指す人づくり」ではなく、

「横浜が目指す教育」にすべきである。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」におけ

る「人づくり」とは、人を予定され

た形に仕立てることではなく、「自ら

学び 社会とつながり ともに未来

を創る人」へと自ら成長していける

よう支えることと考えています。子

どもたちを、学校、家庭、地域等が

連携・協働しながら育んでいけるよ

う、「横浜教育ビジョン 2030」の目

指す理念や方向性を明確にし、子ど

もの成長に関わる人と広く共有した

いと考えます。多様な価値観や個性

を尊重しながら、横浜だけでなく、

ともに未来を創る人を育んでいきま

す。 

別紙 ２参考資料 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

５  １ 横浜

の教育が

目指す人

づくり 

・教育によって人がつくられるのでは

なく、恵まれた環境の中で自由活発な

行動が人間と自然の調和によって育ま

れるのではないか。「横浜教育ビジョン

2030」の素案の制作費用（税金）は教

育委員会の皆さんの給料か。校長先生

を経験した皆様は一般市民にボランテ

ィア活動を呼びかけるのだけではな

く、教育委員会より重要な地域の人々

とのボランティア活動に参加して、教

育現場の改革に力を注いだ方が真の教

育が見い出せるのではないか？児童貧

困をどうしたら無くせるか？学校の先

生たちがどんなに大変な環境で働いて

いるか？教育委員の皆様には想像がで

きないのだろうか?育ち盛りの中学生

の学校給食はぜひ「横浜教育ビジョン

2030」に掲げてほしいと思う。全ての

人間はそれぞれ豊かな個性と能力を持

って生まれているから、その可能性の

芽を摘まないように教育することが重

要と考える。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」におけ

る「人づくり」とは、人を予定され

た形に仕立てることではなく、「自ら

学び 社会とつながり ともに未来

を創る人」へと自ら成長していける

よう支えることと考えています。子

どもたちを、学校、家庭、地域等が

連携・協働しながら育んでいけるよ

う、「横浜教育ビジョン 2030」の目

指す理念や方向性を明確にし、子ど

もの成長に関わる人と広く共有した

いと考えます。多様な価値観や個性

を尊重しながら、横浜だけでなく、

ともに未来を創る人を育んでいきま

す。現在、中学校昼食は、ライフス

タイルに合わせて「ハマ弁」「家庭弁

当」「業者弁当」の３つから等しく選

べる「選択制」の充実に取り組んで

います。頂いたご意見は、今後の取

組の参考にさせていただきます。 

６  １ 横浜

の教育が

目指す人

づくり 

・綺麗事ばかり書いてある。横浜の「人

づくり」に違和感がある。知徳体には

公と開をプラスしたとの事だが、横浜

を愛せよみたいな「公」は上からの押

し付けで気持ち悪い。先生の負担軽減

などの今喫緊の具体策も無し。学校は

作られちゃう場所なのだろうか？市民

や校長会の要望をおざなりにして教育

文化センターを売却、教科書採択も非

公開、教育委員会会議の中継も無し、

お粗末な教育委員会に失望したが、ビ

ジョンもかなりお粗末。子どもたち 1
人 1 人を大事にし、子どもたちが伸び

伸びと育つ環境を整える使命を大人達

が全うすれば、子どもたちの笑顔に私

たちが教えられる、というような「社

会つくり」を考えるべきではないか。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」におけ

る「人づくり」とは、人を予定され

た形に仕立てることではなく、「自ら

学び 社会とつながり ともに未来

を創る人」へと自ら成長していける

よう支えることと考えています。子

どもたちを、学校、家庭、地域等が

連携・協働しながら育んでいけるよ

う、「横浜教育ビジョン 2030」の目

指す理念や方向性を明確にし、子ど

もの成長に関わる人と広く共有した

いと考えます。多様な価値観や個性

を尊重しながら、横浜だけでなく、

ともに未来を創る人を育んでいきま

す。教職員の働き方改革は大変重要

と考え、８頁「教育の方向性」の「２ 

魅力ある学校づくり」の解説に示し

ています。具体的な取組については、

「横浜市立学校教職員の働き方改革

プラン」に沿って進めてまいります。

教育センターはこれからの横浜の教

育を支える研究・研修拠点として、

新たな施設の確保について検討を進

めます。 
頂いたご意見は、今後の取組の参考

にさせていただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

７  １ 横浜

の教育が

目指す人

づくり 

・横浜が目指す「人づくり」とはなに

か。人をつくるというと、何か型には

まった工業品を製造していくようだ。

「自ら考え、判断・行動し、激動の時

代を生き抜く総合的な力を身につけて

いきます。」とあるが、矛盾していない

か。自ら考えて判断行動するというこ

とは、多様性、ひとりひとりを尊重す

ることで生まれてくる。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」におけ

る「人づくり」とは、人を予定され

た形に仕立てることではなく、「自ら

学び 社会とつながり ともに未来

を創る人」へと自ら成長していける

よう支えることと考えています。子

どもたちを、学校、家庭、地域等が

連携・協働しながら育んでいけるよ

う、「横浜教育ビジョン 2030」の目

指す理念や方向性を明確にし、子ど

もの成長に関わる人と広く共有した

いと考えます。多様な価値観や個性

を尊重しながら、横浜だけでなく、

ともに未来を創る人を育んでいきま

す。 
８  １ 横浜

の教育が

目指す人

づくり 

・市民として、親としての教育ビジョ

ンについての意見である。「人づくり」

という言葉に違和感がある。人はつく

るものではなく、育てるもの。道具で

はない。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」におけ

る「人づくり」とは、人を予定され

た形に仕立てることではなく、「自ら

学び 社会とつながり ともに未来

を創る人」へと自ら成長していける

よう支えることと考えています。子

どもたちを、学校、家庭、地域等が

連携・協働しながら育んでいけるよ

う、「横浜教育ビジョン 2030」の目

指す理念や方向性を明確にし、子ど

もの成長に関わる人と広く共有した

いと考えます。多様な価値観や個性

を尊重しながら、横浜だけでなく、

ともに未来を創る人を育んでいきま

す。 
９  １ 横浜

の教育が

目指す人

づくり 

・「横浜の教育が目指す人づくり」に「生

き抜く力」を明記すべきである。文部

科学省 中央教育審議会 教育課程企画

特別部会 論点整理の中で、2030 年の

社会と子どもたちの未来の項目で「子

どもたちには、自らの生涯を生き抜く

力を培っていくことが問われる」と書

かれている。少子高齢化・人口減少・

相対的貧困・いじめ・虐待・自然災害・

LGBT などの様々な困難や課題に向

き合い、自らが考え判断し行動する力

を「生き抜く力」とし、明記してほし

い。 

参考 ○複雑で変化の激しい時代におい

て、解が一つではない課題にも柔軟

に対応し、自分たちができることを

考え、解決していくことが重要との

認識に立ち、横浜の教育が目指す人

づくりを「自ら学び 社会とつなが

り ともに未来を創る人」としてい

ます。その育成を目指し、子どもに

身に付けてほしい力は、「横浜の教育

が育む力」に示しています。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１０  １ 横浜

の教育が

目指す人

づくり 

・「横浜の教育が目指す人づくり」を、

「横浜が目指す教育体制」と改めてほ

しい。人づくりは、家庭や本人の意思、

周りとの関係に任せてほしい。画一的

な横浜の行政のために動く人間を多く

作ろうというイメージを感じる。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」におけ

る「人づくり」とは、人を予定され

た形に仕立てることではなく、「自ら

学び 社会とつながり ともに未来

を創る人」へと自ら成長していける

よう支えることと考えています。子

どもたちを、学校、家庭、地域等が

連携・協働しながら育んでいけるよ

う、「横浜教育ビジョン 2030」の目

指す理念や方向性を明確にし、子ど

もの成長に関わる人と広く共有した

いと考えます。多様な価値観や個性

を尊重しながら、横浜だけでなく、

ともに未来を創る人を育んでいきま

す。 
１１  １ 横浜

の教育が

目指す人

づくり 

・ 教師に「不断の努力」とか「自ら学

び続けろ」とか「情熱をもて」など、

こんな精神論でカリキュラムは成り立

たない。10年のビジョンが全く見えて

こない。人は行政がつくるものではな

い。「横浜の教育が目指す人づくり」で

はなく、「横浜が目指す教育」にすべき

である。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」におけ

る「人づくり」とは、人を予定され

た形に仕立てることではなく、「自ら

学び 社会とつながり ともに未来

を創る人」へと自ら成長していける

よう支えることと考えています。子

どもたちを、学校、家庭、地域等が

連携・協働しながら育んでいけるよ

う、「横浜教育ビジョン 2030」の目

指す理念や方向性を明確にし、子ど

もの成長に関わる人と広く共有した

いと考えます。多様な価値観や個性

を尊重しながら、横浜だけでなく、

ともに未来を創る人を育んでいきま

す。「横浜教育ビジョン 2030」の実

現に向け、具体的な取組は「横浜市

教育振興基本計画」に示してまいり

ます。 
１２  １ 横浜

の教育が

目指す人

づくり 

・全体に上から下への通達の印象が強

く、不快になる。横浜が（こういう）

人をつくろうとするだなんて、何を勘

違いしているのか。「全ての子どもが健

やかに成長し豊かに生きる…」という

理念を一番最初に持ってこないと、理

念なきビジョンに見えてしまう。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」におけ

る「人づくり」とは、人を予定され

た形に仕立てることではなく、「自ら

学び 社会とつながり ともに未来

を創る人」へと自ら成長していける

よう支えることと考えています。子

どもたちを、学校、家庭、地域等が

連携・協働しながら育んでいけるよ

う、「横浜教育ビジョン 2030」の目

指す理念や方向性を明確にし、子ど

もの成長に関わる人と広く共有した

いと考えます。多様な価値観や個性

を尊重しながら、横浜だけでなく、

ともに未来を創る人を育んでいきま

す。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１３  １ 横浜

の教育が

目指す人

づくり 

・「教育の方向性」にある主体的に考え

る力や多様性の尊重は大事にできたら

よいと思う。しかし、「知・徳・体・公・

開」の内容は「横浜の教育が目指す人

づくり」とあるとおり、こうあるべき

という理想の型を子どもにはめようと

していることばかりに見える。それは

主体的に考える力、多様性の尊重とは

反対の方向へ行っているのではない

か。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」におけ

る「人づくり」とは、人を予定され

た形に仕立てることではなく、「自ら

学び 社会とつながり ともに未来

を創る人」へと自ら成長していける

よう支えることと考えています。子

どもたちを、学校、家庭、地域等が

連携・協働しながら育んでいけるよ

う、「横浜教育ビジョン 2030」の目

指す理念や方向性を明確にし、子ど

もの成長に関わる人と広く共有した

いと考えます。多様な価値観や個性

を尊重しながら、横浜だけでなく、

ともに未来を創る人を育んでいきま

す。 
１４  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・規律礼節を考えることをもっと前面

に出すべきではないか。人間関係には

ルールがあることを、本人の気付きに

頼るのではなく、きちんと教えるべき

である。 

参考 ○「自分を律する態度」は大変重要

と考え、「横浜の教育が育む力」の

「徳」に示しています。頂いたご意

見は、今後の取組の参考にさせてい

ただきます。 
１５  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・中学校給食を実現してほしい。食育

は成長期の子どもにとって大きな意味

を持っており、教育の重要な課題とし

て取り組んでほしい。 

参考 ○食については大変重要と考え、5頁

「横浜の教育が育む力」の「体」の

解説に記載しています。市の中学校

昼食につきましては、早期に全校で

実施ができることや、施設整備費が

大幅に抑えられること、中学校の日

課への影響を最小限に抑えられるこ

となどを検討した結果、ライフスタ

イルや日々の都合に合わせてハマ

弁、家庭弁当、業者弁当を選択でき

る仕組として実施しています。頂い

たご意見は、今後の取組の参考にさ

せていただきます。 
１６  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・「知」「徳」「体」「公」「開」のポイン

トについては、青少年はもちろんのこ

と社会に出た大人でも生涯五つの視点

を心に留めて生きていく事が大切であ

ると感じた。ある学校で、「与えられた

能力を伸ばし、自己の使命に生き、他

者にとって光と喜びとなるように人々

と痛みを分かち合いつつ、正義と愛に

基づく社会の変革に貢献する人となる

ようめざす」という教育ビジョンに接

し、教育の根源にふれた気持ちになっ

た。 

賛同 ○頂いたご意見を踏まえながら、今

後も教育施策を推進してまいりま

す。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１７  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・公について、重要性は分からないが

インパクトはあっていいと思う。しか

し、それぞれの育む力を実際の学校現

場で、具体的にどのように育むのか分

からない。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」の実現

に向け、具体的な取組については、

「横浜市教育振興基本計画」及び「横

浜市立学校カリキュラム・マネジメ

ント要領」に示してまいります。 

１８  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・公について、重要性は分からないが

インパクトはある。しかし育む力につ

いて、具体的にどのように育むのか分

からない。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」の実現

に向け、具体的な取組については、

「横浜市教育振興基本計画」及び「横

浜市立学校カリキュラム・マネジメ

ント要領」に示してまいります。 

１９  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・横浜の教育が育むカについて、「自ら

学び 社会とつながり ともに未来を

創る人」の育成には、語呂合わせが悪

いが、「体」「徳」「知」「開」「公」の順

ではないか。 

参考 ○「横浜の教育が育む力」は、子ど

もに身に付けてほしい力を５つの視

点で表し、相互に関連付けながらバ

ランスよく育んでいきます。それぞ

れの要素に優劣はないと考えていま

す。 

２０  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・自らの知（学力）を自ら自覚できる

ような教育を展開すべきである。 
賛同 ○自らの知について自覚する力は大

変重要と考えます。「横浜の教育が育

む力」では、自ら問題を発見するこ

とや、筋道を立てて主体的に考える

こと、自分を見つめること等を示し

ています。頂いたご意見は、今後の

取組の参考にさせていただきます。 

２１  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・知識は教育を受けていく段階で、ど

の分野においても基礎的なこと。単に

知識だけに終始せず、知識と実習をセ

ットにして習得させることが大切であ

る。 

賛同 ○知識や経験を相互に関連付けなが

ら学ぶことは大変重要と考え、４頁

「横浜の教育が育む力」の「知」の

解説に、知識を相互に関連付けるこ

とや、学びを人生や社会とつなげる

ことを示しています。頂いたご意見

は、今後の取組の参考にさせていた

だきます。 

２２  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・「自ら問題を見つけ、解決する力」は

以前から言われているのに、なぜ育っ

ていないのか。子どもたちは、自ら見

つけていく知を求めている。そんな知

りたい欲求・楽しく学ぶ授業になって

いない。分からないところをあきらめ

させない、見放さない指導の体制を作

ってほしい。 

参考 ○７頁「教育の方向性」の「１ 子

どもの可能性を広げます」の解説に

おいて、子ども自身が興味を持って

積極的に学ぶことができるよう授業

改善を推進するとしています。具体

的な取組は、「横浜市教育振興基本計

画」及び「横浜市立学校カリキュラ

ム・マネジメント要領」に示します。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

２３  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・主体的に考え、意欲的に学び続ける

カが、どうして育たないで来ているの

か。学校現場でも意識されているのに、

スローガン倒れになっている。教師と

子どもの真剣なぶつかり合いの中で授

業を組み立てていく余裕と、自由がな

い。学年教職員集団、学校教職員集団

の英知が、子ども一人ひとりの学びに

向き合っていない。１クラスの人数を

減らすしかない。 

参考 ○教職員が子どもとしっかり向き合

う時間の確保については大変重要と

考え、８頁「教育の方向性」の「２ 

魅力ある学校づくり」の解説に示し

ています。頂いたご意見は、今後の

取組の参考にさせていただきます。 

２４  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・先生たちの能力は、教科書を教える

のに手いっぱいなのではないか。また

子どもたちの遊びが不足している中

で、生活・社会とつなげて考えるカも

弱い。市の教育課程のなかで学びを進

めるためのヒントが少ないように思

う。子どもたちの問題意識を受け止め、

自分の学校らしさを出せるように支援

していかないと、学校のカリキュラム

は全市「金太郎あめ」のようになって

いる。総合学習が生かされていない学

校にどういう対応をしてきたのか。 

参考 ○総合的な学習の時間の充実に向

け、「横浜市立学校カリキュラム・マ

ネジメント要領」を活用し、各学校

を支援していきます。頂いたご意見

は、今後の取組の参考にさせていた

だきます。 

２５  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・横浜市は「自分にはよいところがあ

る」と答えた小中学生の割合が全国よ

り低いとのことだが、首都圏で恵まれ

た環境にありながら自分の良さを認め

られていないということは、家庭や学

校で画一的な価値観で子どもたちが評

価又は判断されているからではない

か。一人ひとりが個性を認められれば、

主体的に自分の進む道を確立できるの

ではないか。「人への思いやり」は、本

人の経験からのみ育ち、体得できるも

のなので、人間が成長する長いスパン

で形成されるものだと思う。また、青

少年には何が「本物」といえるのか分

からない段階だと思う。どのようなも

のが成長過程で、豊かな感性につなが

るのか、家庭や学校で親や教員が提示

すべきである。 

賛同 ○多様な価値観や個性を尊重するこ

とは大変重要と考え、７頁「教育の

方向性」の解説に示しています。頂

いたご意見は、今後の取組の参考に

させていただきます。 

２６  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・学校からいじめがなくなっても、社

会からいじめや偏見をなくすことはで

きないのだから、跳ね返す力をつけた

方がよい。子どもたちはこうした現実

に直面しながら生きていかなければな

らない。 

参考 ○「横浜の教育が育む力」の「徳」

では、「自分を大切にし、しなやかに

生きる力」を示しています。「横浜市

いじめ防止基本方針」に基づき、い

じめのない社会の実現を目指し、取

組を進めてまいります。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

２７  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・「徳」の「自分を大切にし、しなやか

に生きる力」について、自己肯定感を

大切にすることは本当に大切である

が、どうして育っていないのか。「その

ため」と言いながら、方針が書かれて

いない。学力評価が人間評価になって

いる子ども世界をどう受け止めている

のか。その子らしい良さが評価されて

いない。自分らしく人として生きる喜

びを認め合う環境づくりを政策として

作らない限り、自己肯定感が育つ基盤

ができない。一番相談相手になれる担

任教師が、子どもの悩みに気づき、励

ませる環境ができているのか。 

参考 ○「自分にはよいところがある」と

答える横浜市の小中学生の割合は、

10 年前と比較して増加しています。

引き続き、自己理解を深め、自分を

大切にする心を育んでいきます。ま

た、教職員が子どもとしっかり向き

合う時間の確保については大変重要

と考え、８頁「教育の方向性」の「２ 

魅力ある学校づくり」の解説に示し

ています。具体的な取組については、

「横浜市立学校教職員の働き方改革

プラン」に沿って進めてまいります。

頂いたご意見は、今後の取組の参考

にさせていただきます。 

２８  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・今日の社会が、子どもたちに、「自分

の主体的な判断」をどこまで認めてい

るのか。子どもの権利条約にある「意

見表明権」を認めることが、子どもの

発達に必要不可欠であるが、子育て世

帯に浸透していない。学校が率先して

実践し、保護者、地域に示す必要があ

る。道徳教育が、お仕着せの授業にな

っていてつまらないのも、子どもの自

由な意見表明になっていないからであ

る。子ども期は、子どもらしい失敗を

いっぱいやって、自分らしい生き方を

見つけ出していくものである。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」では、

子どもの主体性が大変重要であると

考え、人づくりをはじめ、様々な部

分に示しています。効果的な周知方

法を検討し、「横浜教育ビジョン

2030」の内容を広く発信してまいり

ます。子どもが問題意識をもって学

習に臨み、ねらいとする道徳的価値

を追求し、多様な考え方や感じ方に

よって学ぶことができるように、問

題解決的な学習などの指導方法を工

夫することが大切だと考えます。各

学校で「考え、議論する道徳」を実

践していけるよう、事務局としても

支援していきます。 
２９  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・様々な「本物」に触れる体験を大切

にすることは同感であるが、その環境

づくりに成功しているのか。子どもた

ちの内なる自然を揺り動かす世界を作

り出させる方針を作ってほしい。「文化

活動に接する機会」とあるが、学校に

は外部人材を招く予算がない。司書の

身分保障をしっかりして、子どもの情

報発信基地を支えるようにしてほし

い。 

参考 ○「本物」に触れることで育む豊か

な感性については、学校、家庭、地

域、関係機関等が連携し、横浜なら

ではの資源を活用しながら育んでい

くと考えています。頂いたご意見は、

今後の取組の参考にさせていただき

ます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

３０  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・「生涯にわたって運動やスポーツに親

しむ態度」という表現だと、そのよう

な心構えを育んでいくというメッセー

ジに受け取れる。しかし、運動やスポ

ーツに親しめない人に運動やスポーツ

に親しみましょうと言っても押し付け

になってしまい、反発されてしまうと

思う。大切なことは学校教育を通して、

子どもたちが社会に出てからも運動や

スポーツを続けたいと思えるよう、運

動やスポーツに内在する楽しさ知るこ

と、運動やスポーツを行うための基礎

的な動きを獲得することだと思う。学

校教育で「親しむ」ことを教えるので

なく、「親しむ」ことができる素養が育

まれるよう、検討してほしい。 

反映 ○体を動かす楽しさや心地よさを味

わうことは大変重要と考え、５頁「体

力づくりを通し、心身ともにたくま

しく生きる力」の解説に示していま

す。「生涯にわたって運動やスポーツ

に親しむ態度」については、「する」

だけでなく、「みる、支える、知る」

という運動やスポーツへの多様な関

わり方についても視野に入れ記載を

しておりますが、頂いたご意見を踏

まえ、学校体育だけでなく、関係機

関や企業等と連携した幅広い取組に

より、運動等に親しむ態度を育んで

いくこととしました。 
 

３１  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・食の大切さをもっと認識していくべ

きであり、体力はまずきちんと食べる

ことで意欲や気力といった精神面の充

実が得られるということを追記した方

が良い。 

参考 ○食については大変重要と考え、５

頁「横浜の教育が育む力」の「体」

の解説に記載しています。頂いたご

意見は、今後の取組の参考にさせて

いただきます。 

３２  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・「横浜教育ビジョン2030」を読んで、

はて自分は、と思うとはずかしくなっ

た。特に「体」。食事の大切さや、規則

正しい生活習慣、運動習慣が大切なの

はよくわかっていても、そういう生活

を送れるように自分をコントロールす

ることは難しいとつくづく思う。子ど

もに強いてもいいのかと思ってしま

う。でも、子どものうちからしっかり

教えておくことは必要なんだろうと思

った。 

賛同 ○頂いたご意見を踏まえながら、今

後も教育施策を推進してまいりま

す。 

３３  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・「生涯にわたって運動やスポーツに親

しむ態度」について、プロの選手が学

校に来て、スポーツの楽しさ、夢を持

ち、挑戦する生き方を伝えてくれる活

動は素晴らしい。もっと活動してほし

い。 

賛同 ○横浜市立学校においては、オリン

ピアン・パラリンピアン等を招へい

し、子どもたちにスポーツの楽しさ、

夢を持ち、挑戦する生き方を伝えて

います。「徳」においても、「本物」

に触れることで豊かな感性を育むこ

とを示しています。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

３４  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・「体 健やかな体」において、食生活

の重要性を明記し、具体的な内容や目

標を標記してほしい。 

参考 ○「食生活の大切さを理解すること」

は大変重要と考え、5頁「自ら健康を

保持増進しようとする態度」の解説

に示しています。具体的な取組等に

ついては、教育振興基本計画策定に

あたって、検討してまいります。頂

いたご意見は、今後の取組の参考に

させていただきます。 

３５  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・スポーツ以外でも自然の中での遊び

の中で体を鍛えるということが、時間

的にも以前に比べて少なくなってい

る。徳とも関連するが、自然の中で遊

ぶことで学ぶ機会が今の子どもたちに

は失われている。修学旅行は金銭的に

参加できない生徒もいる。地元の登山

やキャンプの方が、体力づくりにもな

り、また、地域や社会のために人と協

力して行動する「公」の視点も養われ

るのではないか。 

参考 ○自然との触れ合いを通じて学ぶこ

とは大変重要と考え、５頁「横浜の

教育が育む力」の「徳」の解説に、

身近な自然から得られる発見や感動

について示しています。頂いたご意

見は、今後の取組の参考にさせてい

ただきます。 

３６  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・一番忘れ去られている「健やかな体

づくり」を自分づくりの一番にしたい。

命をいただいた時から、優しく、安心

して連続的に育つ環境を整備してほし

い。自然観察の森のような自然がいっ

ぱいの環境、安全な通学路、安心して

活動できる自転車路、事故が人義的に

起きないような 100 年の都市計画の

中に、子ども政策を位置付けるべきで

ある。 

参考 ○「横浜の教育が育む力」は、子ど

もに身に付けてほしい力を５つの視

点で表し、相互に関連付けながらバ

ランスよく育んでいきます。それぞ

れの要素に優劣はないと考えていま

す。また、９頁「教育の方向性」の

「４ 社会全体で子どもを育みま

す」の解説「横浜教育ビジョン2030」
の実現に向け、市長部局や関係機関

等との連携を強化することを記載し

ています。頂いたご意見は、今後の

取組の参考にさせていただきます。 

３７  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・「自ら健康を保持増進しようとする態

度」は、余計なお世話と言いたい。子

どもと一緒に遊び、豊かな食生活をし

たくてもできない現状に対し、行政の

やるべきことを無視して、市民・家庭・

子どもに押し付けないでほしい。社会

福祉の活動からも、政策を練り直して

ほしい。 

参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にさせていただきます。 



11 
 

№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

３８  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・子どもの運動能力の二極化現象につ

いて、原因分析があいまいである。子

どもや親のせいにしている。「そのた

め」以降は、飛躍した内容になってい

る。子どもたちの生活の場としての場

所がない。すべての区に、いつまでに

どうするのか、数値的目標が出せるよ

うに示してほしい。また、プレイパー

クのような自由に遊べる子どもの本来

的遊びを取り戻すために、冒険遊び場

所のようなところをどう増やしていく

のか。またそこに関わっている青年の

身分保障も生活ができるようにしてほ

しい。子どもの見守り隊として、また、

老後の生活場所としての大人の空間と

しても公園の在り方を検討してほし

い。 

参考 ○子どもの運動習慣に関する課題に

ついて、原因分析をふまえた対策を

行っていきます。「横浜の教育が育む

力」で表す力については、各学校が

子どもの状況等に応じて目標を設定

し、取り組んでいきます。プレイパ

ークや公園の在り方について、頂い

たご意見を所管局と共有し、今後の

取組の参考にさせていただきます。 

３９  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・「夢や希望を持ち、よりよい社会を創

造しようとする態度」について、学校

へ「様々な分野で活動する人」に来て

もらい夢を語ってもらうことは、素晴

らしいことと思う。しかし、夢を実現

できる人は、数少ない。中学生の進路

指導は、個性を生かせるようになって

いるか。高校の多様化は、個性を生か

した内容か。受験学力、偏差値指導を

どう克服するのか？子どもの自尊心は

伸びるのか。夢を叶えるための人間育

ちができる環境を作ることが優先させ

られる必要がある。また、貧しさから、

学びの機会を奪われている子ども達に

対しての施策も必要である。 

賛同 ○９頁「教育の方向性」の「切れ目

のない支援」の解説に、貧困や児童

虐待など、様々な課題を抱える子ど

も一人ひとりに寄り添って支えるこ

とを示しています。頂いたご意見は、

今後の取組の参考にさせていただき

ます。 

４０  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・社会問題への関心や自分の社会参加

について日本の若者の意識が諸外国に

比べて低い状況であることは、日本が

あらゆる面で平和国家だからではない

か。横浜の歴史的立ち位置を、もっと

深く社会科で教えることが大切であ

る。 

参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にさせていただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

４１  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・問題を発見したあとに、きちんと対

応するべき機能が横浜の教育委員会組

織にはないと思うほど、教育委員会会

議はお粗末。問題を解決する力は、ま

ず、大人が見せるべきである。また、

『公』の部分の「横浜を愛する。」につ

いて、自らが住んでる土地を嫌いにな

らにようにするのが、行政の役割では

ないか。愛は強制できない。 

参考 ○教育委員会は、「横浜教育ビジョン

2030」の実現に向け、しっかり取り

組んでまいります。頂いたご意見は

今後の取組の参考にさせていただき

ます。 

４２  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・「自分の役割や働くことの意義を理解

し、行動するカ」とあるが、根本的な

問題は、子どもの問題ではなく、今の

労働環境の厳しさにあるのではない

か。また、不登校だった子や引きこも

りだった子が、社会復帰して働こうと

思っても、受け入れ・支えてくれる労

働の場が少なすぎる。 

参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にさせていただきます。 

４３  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・どうしたら「他者と協働しながら課

題解決を図ること」ができると考えて

いるのか。過密なカリキュラム、部活

と塾が詰め込まれた生活に、入り込む

すきがあるのか。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」の実現

に向け、具体的な取組については、

「横浜市教育振興基本計画」及び「横

浜市立学校カリキュラム・マネジメ

ント要領」に示してまいります。部

活動につきましては、平成30年度よ

り、各学校で部活動休養日を設定し

ていきます。頂いたご意見は、今後

の取組の参考にさせていただきま

す。 
４４  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・地球環境の深刻化の問題は、一国に

とどまらず、未来を切り開いていく青

少年の肩にかかっている生命に関する

問題であることを認識させるべきであ

る。そのために、世界に向かって発信

できる人間をあらゆる面から育ててい

かなければならない。また、グローバ

ル社会で活動するには、日本独自の文

化や歴史を青少年が認識し、それを世

界に発信していく語学や弁論力も身に

付けるべきである。 

賛同 ○地球規模の課題の深刻化を受け、

６頁「横浜の教育が育む力」の「開」

の解説には、横浜や日本の歴史や伝

統文化を深く理解し、また、世界で

起きている出来事にも幅広く関心を

持ち、持続可能な社会の実現に向け

て、身近なところから行動する力を

育むことを示しています。頂いたご

意見は、今後の取組の参考にさせて

いただきます。 

４５  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・「持続可能な社会の実現に向けて、身

近なところから行動する力」は、生き

てはたらく知と連動し、大切だと思う。

そのために、事実をしっかり見つめる

学力が必要である。市民の運動、地域

の活動とも連動しながら取り組む開か

れたカリキュラムが必要である。 

賛同 ○横浜の教育が育む力における５つ

の視点「知」「徳」「体」「公」「開」

については、相互に関連付けながら

バランスよく育んでいきます。また、

「社会に開かれた教育課程」の実現

については大変重要と考え、８頁「教

育の方向性」の「２ 魅力ある学校

をつくります」の解説に示していま

す。頂いたご意見は、今後の参考に

させていただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

４６  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・横浜市教育委員会は、「マナーキッズ

体幹遊び教室」を実施し、「正しいお辞

儀の形式」を学校現場に押し付けよう

としている。教育委員会の姿勢は、「開」

で謳っている多様性の尊重に反してい

る。 

参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にさせていただきます。 

４７  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・「共生するカ」は大変大切だと思う。

しかし、一番問題なのは、大人の問題

である。「人権」的視点で教科内容をし

っかり確認し、ぶれないようにしてほ

しい。 

参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にさせていただきます。 

４８  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・「新たな価値を創造しようとする態

度」はどのようにして育つのかわから

ない。子どもが自由に行け、活用でき

る機関が必要である。学校の図書室、

各区の図書館、地区センター、青少年

センターなどが機能しているか。交通

費の補助など考えてほしい。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」の実現

に向け、具体的な取組については、

「横浜市教育振興基本計画」及び「横

浜市立学校カリキュラム・マネジメ

ント要領」に示してまいります。頂

いたご意見は、今後の取組の参考に

させていただきます。 

４９  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・ビジョンの「開」については横浜市

が国際都市として最も重視すべき点で

ある。横浜というグローバル都市にお

いては、国籍・文化の違いに関わらず

互いを尊重する共生社会を尊ぶことが

大事である。また、「公」についても、

横浜の国際性・進取の気性を誇りに思

う気持ちを育てることが重要である。

一方で、横浜市では現在、共生社会・

国際的多様性の理念に反し、国際的に

厳しく批判され、また知的レベルの極

めて低い育鵬社の教科書を歴史科・社

会科教育に採用している。教育ビジョ

ン 2030 に明確に反する教育を現在の

生徒に行っていることを反省してほし

い。誇り高い横浜市歌の理念はどこに

行ってしまったのか。横浜市が行うべ

きは、国際協調の理念に反し、日本の

世界的地位を低めている現在の中央の

政治家に追随する事ではなく、日本一

の国際都市として彼らを諫め、また、

国際的な広い視野をもって今後の日本

の教育のあるべき姿を先駆けて示すこ

とである。林市長はじめ、教育委員会

の方々においては、国際都市・横浜の

誇りを持ち、現在の教育体制について

深く反省し、国際的な広い視野・高い

理念をもって教育に携わることを期待

する。 

参考 ○頂いたご意見は今後の取組の参考

にさせていただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

５０  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・対話的な学びに向かうため、豊かな

思いやりのある心を育むため、他者と

協働するために「対話する力」が重要

であり、「公」または「徳」に明記すべ

きである。 

参考 ○対話する力は大変重要と考え、６

頁「横浜の教育が育む力」の「開」

の解説で、「価値観や背景の異なる相

手ともコミュニケーションを図るこ

とを大切にします」と示しています。 

５１  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・横浜市の教育ビジョンは、「知」「徳」

「体」に加えて、「公」「開」という横

浜らしい視点があり、横浜がどのよう

な教育を進めていくかわかりやすいメ

ッセージとなっていると思う。 

賛同 ○頂いたご意見を踏まえながら、今

後も教育施策を推進してまいりま

す。 

５２  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・「横浜教育ビジョン 2030」素案につ

いて、「知」「徳」「体」「公」「開」の視

点で大変よく練られていると思う。特

に、「読書活動の推進や図書館サービス

の充実、横浜の歴史に関する学習の場

の充実を図る」という点において、横

浜市では、林市長のもと、他都市に先

駆けて学校司書の全校配置を行ったこ

とが、素晴らしい取り組みと感じ評価

している。単に本が並べてあった図書

室に司書が配置されたことで、資料が

活用される図書館となり、学校司書が

重要な役割を担っている。これからの

横浜市の未来に向けて、自ら学んだ豊

かな子どもたちが、より豊かな社会を

築いてゆくことを期待する。 

賛同 ○頂いたご意見を踏まえながら、今

後も教育施策を推進してまいりま

す。 

５３  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・「横浜教育ビジョン 2030」はいいこ

とばかり書いてあるが、これをどれだ

けの先生方が参考にするのか。子ども

の姿が全く浮かんでこない。横浜市の

小中学生は、全国に比べて自己肯定感

が低い、将来の夢や目標を持っている

割合が低い等の課題があげられている

が、これらは市教委の言う「徳」「体」

「公」に大いなる問題ありということ

で、教育の根幹がいかに貧弱なものか

を表している。解決への深い施策が全

く見られない。根本的解決をはかる方

向を見失っているから、原発いじめの

ような事態が起こったといえる。深く

反省すべきである。多様な価値観や個

性の尊重、多様性の尊重といった言葉

がちりばめられているが、何一つ具体

性がない。手立てとして、家庭や地域

との連携をあげ、家庭にもっと頑張れ

と押し付けている気さえする。 

参考 ○各学校は、「横浜教育ビジョン

2030」を踏まえ、子どもの発達段階

や、学校、地域の状況に応じ、学校

教育目標を設定します。また、「横浜

教育ビジョン2030」の実現に向け、

具体的な取組については、「横浜市教

育振興基本計画」に示してまいりま

す。頂いたご意見は、今後の取組の

参考にさせていただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

５４  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・何故教育が育む力の項目に「食育」

が入っていないのか。心と体の健康の

源は、食であり、どの様に食を摂って

いくことが、体も心も健康に育ってい

くのか、どの様に生活に生かす力にな

るのかという自立力として大きな力を

発揮するのが「食育」だ。又、生命の

教育として直接つながっている教育で

もある。健康に生きることがあってこ

そ未来につながる力が生まれることを

考えると「食、体、知、徳、公、開」

という項目順番と考えてもいいのでは

ないかと思う位だ。是非、「食」を教育

ビジョンの中に位置づけ「横浜の教育

が目指す人づくり」としての足にしっ

かりつけて頂きたいと考える。 
生命を大切にする教育。体も心に健康

に育つ教育として力づよく生きる自立

力ある横浜市民として育ってほしいと

願っている。是非「食育」をビジョン

にしっかり位置づけてほしい。 

参考 ○食の大切さについては、「横浜の教

育が育む力」の「体」の中に位置づ

け、５頁の解説に記載しています。

頂いたご意見は今後の取組の参考に

させていただきます。 

５５  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・「今後 30 年以内に震度 6 以上の揺

れに見舞われる確率」は 81％で全国

で 2 番目に高くなっている状況をふ

まえ、自然災害・防災教育について、

さらに踏み込んだ記載を希望する。ま

た、防災教育は、自然災害を通して「い

のちの大切さ」を学ぶことである。自

分の命を自分で守ることができるよう

になって初めて、他者を理解し手助け

をしたり、夢を思い描くことができる

のだと思う。この部分が素案には抜け

ていると思う。 

参考 ○５頁「２ 横浜の教育が育む力」

の「徳」の解説に、自分をかけがえ

のない存在として大切にする心を育

むことを示しています。「知」「徳」

「体」「公」「開」の視点で表す力を

相互に関連付けながらバランスよく

育んでいきます。頂いたご意見は、

今後の取組の参考にさせていただき

ます。 

５６  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・「健やかな体」について、足がない、

体の一部をうまく動かせないなどの人

も含んでいるのかがわからない。公に

ついては、行政の改善点を見つける、

といったことを記載してほしい。横浜

の行政に問題点を感じさせない教育を

目指している印象を受ける。異性愛、

同性愛、性自認、ＤＶなど性に関する

ことを記載してほしい。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」は全て

の学校種に通う全ての子どもを対象

とし、横浜だけでなく、ともに未来

を創る人を育んでいきたいと考えま

す。課題を発見する力については、

「知」の「自ら問題を発見し、より

よく解決する力」に包含しています。

頂いたご意見は、今後の取組の参考

にさせていただきます。 
５７  ２ 横浜

の教育が

育む力 

・公について、重要性は分からないが

インパクトはある。育む力について、

具体的にどのように育むのか分からな

い。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」の実現

に向け、具体的な取組については、

「横浜市教育振興基本計画」及び「横

浜市立学校カリキュラム・マネジメ

ント要領」に示してまいります。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

５８  ２ 横浜

の教育が

育む力 
 

・どのくらいできたのか、がよくわか

らない。学力状況調査（2017）の結果

等、データが少ない。学力調査なら本

計画が開始した 2006 年からのデータ

の推移を示してほしい。これらのデー

タは、市のホームページ上のどこにあ

るのかを示すでもいい。生データが見

たい。 

参考 ○全国・学力学習状況調査は文部科

学省が実施しており、結果はホーム

ページで公表されています。

http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenk
okugakuryoku.html 

５９  ２ 横浜

の教育が

育む力 
 

・全国学力・学習状況調査の横浜市の

平均を教えてほしい。公表しない理由

は何か。 

参考 ○全国・学力学状況調査の横浜市の

平均点は公表しております。 

６０  ３ 教育

の方向性

１ 

・道徳教育、評価問題で点数をつける

のはやめてほしい。 
参考 ○道徳科の評価については、道徳性

そのものが育っているのか評価する

のではなく、多面的・多角的な見方

へと広げているか、道徳的価値の理

解を自分自身のかかわりの中で深め

ているかを文章によって評価し、数

値による評価は行いません。 
６１  ３ 教育

の方向性

１ 

・主体的な学びを進めるにあたって、

現在の横浜市の弱いところは図書館の

部分である。「主体的な学び」の解説に

「学校図書館の活用・充実」の文言を

追加してほしい。 

参考 ○学校図書館の活用・充実について

は、７頁「教育の方向性」の「１ 子

どもの可能性を広げます」の解説に

おける「授業改善の推進」に含めて

考えています。頂いたご意見は今後

の取組の参考にさせていただきま

す。 

６２  ３ 教育

の方向性

１ 

・「よりよい社会や新たな価値の創造に

向け、学びを社会と関連付け、他者と

協働する機会を創出します。」につい

て、この活動を展開するにあたり、学

校の教職員集団の中にそうした力量が

どのくらい育っているのか。地域に出

て教材を見つけ出す余裕と力量もない

状況だと思う。学校が教育課程を作る

ために相当教育委員会が支援しないと

創れないと思う。 

参考 ○授業改善に向け、「横浜市立学校カ

リキュラム・マネジメント要領」を

活用し、各学校を支援していきます。

頂いたご意見は、今後の取組の参考

にさせていただきます。 

６３  ３ 教育

の方向性

１ 

・「教育の方向性」の１つ目に子どもの

可能性を広げることが挙げられ、「主体

的」という言葉が入っていることから、

内容について賛同する。横浜教育ビジ

ョンを実現してもらいたい。 

賛同 ○頂いたご意見を踏まえながら、今

後も教育施策を推進してまいりま

す。「横浜教育ビジョン 2030」の実

現に向け、具体的な取組については、

「横浜市教育振興基本計画」に示し

てまいります。 

６４  ３ 教育

の方向性

１ 

・学校の図書室の蔵書が古く、少ない。

一人あたりの貸出冊数も満足できな

い。 

参考 ○学校図書館の蔵書や貸出冊数につ

いては各学校の状況により異なりま

す。頂いたご意見は、今後の取組の

参考にさせていただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

６５  ３ 教育

の方向性

１ 

・基礎的学力の量的多さが、子どもの

主体的思考を奪っている。考える時間

があまりにも足りない。学習活動を構

造化して、わずかな課題に対し、たく

さん考える時間の余裕を与えられるよ

う、市の研修会の在り方、指導主事の

役割りを改善してほしい。主体的学力

づくりは、基礎的学力づくりと車の両

輪として取り組む必要がある。 

参考 ○7頁「教育の方向性」の「主体的な

学び」の解説において、子ども自身

が興味を持って積極的に学ぶことが

できるよう授業改善を推進するとし

ています。具体的な取組は、「横浜市

教育振興基本計画」及び「横浜市立

学校カリキュラム・マネジメント要

領」に示します。 

６６  ３ 教育

の方向性

１ 

・道徳教育は、初めから大人の価値観

を押し付けるようになっている。授業

参観に行った保護者ですら、結論あり

きの展開と言っている。学級集団の中

から子どもたち自身が解決したい思い

から課題を見つけさせないと本音を出

して話し合うことが出きない。また、

子どもたちと教職員との愛情あるつな

がりがないと心の問題を表現できな

い。また、児童指導に当たり、子ども

の問題行動に対する取り組みでも、な

ぜ問題行動をとるようになったのか、

真相をしっかりつかみ、心にしみる指

導が必要である。 

参考 ○子どもが問題意識をもって学習に

臨み、ねらいとする道徳的価値を追

求し、多様な考え方や感じ方によっ

て学ぶことができるように、問題解

決的な学習などの指導方法を工夫す

ることが大切だと考えます。各学校

で「考え、議論する道徳」を実践し

ていけるよう、事務局としても支援

していきます。また、教職員が子ど

もの理解を深めることは大変重要と

考え、「３ 横浜の教育の方向性」の

「２ 魅力ある学校をつくります」

の「安心して学べる学校」に示して

います。頂いたご意見は、今後の取

組の参考にさせていただきます。 

６７  ３ 教育

の方向性

１ 

・小中一貫校を増やすのは大いに結構

だが、義務教育学校の名称は、義務を

押しつけるようなのでやめてほしい。

制服も選べるようにしてほしい。多様

な価値観というのであれば、狭い校則

に縛るのは辞めてほしい。いろんな個

性を認め、いろんな可能性を伸ばすこ

とこそ、教育である。 

参考 ○義務教育学校という名称は学校教

育法に定められた学校の種類です。

横浜市では、「横浜市立義務教育学校 

霧が丘学園」、「横浜市立義務教育学

校 西金沢学園」という名称にしてい

ます。多様性の尊重は大変重要と考

え、「教育の方向性」の冒頭に示して

います。頂いたご意見は今後の取組

の参考にさせていただきます。 

６８  ３ 教育

の方向性

１ 

・「幼児期から社会的自立までの成長過

程における学びや育ちの連続性を大切

にします」について、学びの速い子は

よいですが、ここに示される目標につ

いてこられない子にも、しっかりと支

える体制が欲しい。子どもたちの育ち

を急かせることなく、ゆっくりと豊か

に育ててほしい。意欲的に学び論理力

が育つ 10 歳までに、外で群れて遊べ

る環境づくりは、学校教育の根本の見

直しから考えてほしい。育ちの連続性

を子どもたちの発達的問題の現実と向

き合って対応してほしい。 

参考 ○「教育の方向性」の「１ 子ども

の可能性を広げます」では、様々な

教育的ニーズに応じて、個性や能力

を伸ばすとしています。頂いたご意

見は、今後の取組の参考にさせてい

ただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

６９  ３ 教育

の方向性

１ 

・横浜教育ビジョンの中に特別支援教

育の事が書かれている。障害児が差別

化される事なく、教育が受けられる社

会であってほしいと思う。 

賛同 ○頂いたご意見を踏まえながら、今

後も教育施策を推進してまいりま

す。 

７０  ３ 教育

の方向性

１ 

・規模の小さい小中学部のみの特別支

援学校を増設させるべきである。 
参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にさせていただきます。 

７１  ３ 教育

の方向性

１ 

・各区に１校以上、知・肢体併設の特

別支援学校の設置をするべきである。 
参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にさせていただきます。 

７２  ３ 教育

の方向性

１ 

・高等部単独の特別支援学校を北部方

面に設置するべきである。 
参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にさせていただきます。 

７３  ３ 教育

の方向性

１ 

・特別支援教育を必要とする児童生徒

はどのように可能性を広げるのか。ま

た、幼保小中高連携に特別支援学校を

入れてほしい。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」は全て

の学校種を対象としています。また、

幼保小中高連携については特別支援

学校も含まれます。頂いたご意見は、

今後の取組の参考にさせていただき

ます。 

７４  ３ 教育

の方向性

１ 

・各区に肢体不自由児の特別支援学校

を設置すべきである。 
参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にさせていただきます。 

７５  ３ 教育

の方向性

１ 

・経済的理由により、芸術やスポーツ

分野での進学をあきらめることがあ

る。フランスのように国、地方レベル

の財政で、義務教育と芸術やスポーツ

の両面が学べる学校の創設を望む。 

参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にさせていただきます。 

７６  ３ 教育

の方向性

１ 

・社会的問題となった教育委員会の対

応を反省し、「原発事故避難生徒へのい

じめ問題が二度と起こらないようにす

る為の取組み及び民族差別、障害のあ

る生徒、貧困家庭の生徒等、全ての差

別といじめをなくす取組の推進」と明

記することを要望する。 

参考 ○いじめに対する取組は不可欠と考

え、「教育の方向性」の「安心して学

べる学校」に示しております。具体

的な取組については、29 年に改訂し

た「横浜市いじめ防止基本方針」等

を踏まえ、「横浜市教育振興基本計

画」に示してまいります。頂いたご

意見は、今後の取組の参考にさせて

いただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

７７  ３ 教育

の方向性

１ 

・これ以上教科を増やして、ただでさ

えブラックな勤務状況の横浜の先生を

苦しませている気がする。英語、プロ

グラミング、道徳を増やすなら、会議

や研修などの必要ない仕事はざっくり

減らさないとうつや過労で離職する先

生が増えると思う。もっと子どもと向

き合う時間を増やしてほしい。 

参考 ○教育課程については新学習指導要

領に沿って対応をしてまいります。

教職員の担うべき業務の精選につい

ては大変重要と考え、８頁「教育の

方向性」の「２ 魅力ある学校をつ

くります」の解説に示しています。

具体的な取組については、「横浜市立

学校教職員の働き方改革プラン」に

沿って進めてまいります。頂いたご

意見は、今後の取組の参考にさせて

いただきます。 

７８  ３ 教育

の方向性

１ 

・「子どもの可能性を広げます」につい

て、「子どもの可能性を引き出し、伸ば

します」にしたい。入学して、すぐに

挫折、パニックに陥っている子に出会

うことがある。また、自分が分かるこ

とから諦めてしまう子もいた。子ども

自身の中の発達の可能性を育てる余裕

が必要。そんな教師の実践を励ましあ

える学校集団を作ってほしい。 

参考 ○「教育の方向性」の「１ 子ども

の可能性を広げます」では、様々な

教育的ニーズに応じて、個性や能力

を伸ばすとしています。頂いたご意

見は、今後の取組の参考にさせてい

ただきます。 

７９  ３ 教育

の方向性

１ 

・多様な価値観を認めることは良い。

多様性を尊重することと、人に迷惑を

かけてよいことは違うので、誤解され

ないようにすべきである。 

賛同 ○多様性の尊重とあわせて、「自分を

律する態度と人を思いやる優しさ」

が大変重要と考え、「横浜の教育が育

む力」の「徳」に示しています。頂

いたご意見は、今後の取組の参考に

させていただきます。 

８０  ３ 教育

の方向性

１ 

・小学校で個別支援級の支援員として

関わっている人間として、考えること

がある。教育方針の一つに「多様性を

尊重し、～」というのがあるが、一般

学級の児童と個別支援級の児童との交

流をもっと持てたらいいのではない

か。テレビで取り上げられていた飯島

小学校の例は、支援級の児童にとって

も、普通級の児童にとっても、プラス

になることではないか。交流を通じて、

お互いに認めることになるのではない

か。 

賛同 ○子ども同士が個々の違いを認め合

いながら、ともに学び育つことは大

変重要と考え、７頁「教育の方向性」

の「１ 子どもの可能性を広げます」

の解説にその旨を記載しています。

頂いたご意見は今後の取組の参考に

させていただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

８１  ３ 教育

の方向性

１ 

・国際交流ラウンジ機能の拠点がある

ことによって、外国につながる子ども

たちへの学校以外の学びの場、保護者

を含む大人には学習の場、地域に対し

ては交流の場となる。Ｐ７に「多様性

を尊重し、つながりを大切にした教育

を推進します」とあるが、横浜市全区

に国際交流ラウンジの機能が必要と考

える。特に神奈川区は横浜市で４番目

に外国人登録者数が多い区なので、早

い時期に必要。いろいろな施設の空き

スペースの利用なども考えられる。ま

た、人権教育の充実に向け、いろいろ

な少数者に配慮するとの文章があると

良い。 

参考 ○頂いたご意見は関係区局にも伝

え、今後の取組の参考にさせていた

だきます。 

８２  ３ 教育

の方向性

１ 

・中学ではクラスに 2 人は不登校にな

っており、大人数のクラスに入れない

だけの子も多くいる。通えないだけで

教育の機会が減ってしまうことは、日

本や横浜にとって損失だと思う。個別

支援学級以外に少人数のクラスを作る

ことはできないのか。 

参考 ○子どもの教育的ニーズに応じて、

多様な学びの場が用意されているこ

とは大変重要と考え、７頁「１ 子

どもの可能性を広げます」の解説に

示しています。頂いたご意見は今後

の取組の参考にさせていただきま

す。 

８３  ３ 教育

の方向性

１ 

・「多様性を尊重し、つながりを大切に

した教育」は否定しないが、今日優先

させるべき課題は、「自分を大切にし、

自尊心が育つ個性豊かな教育」の推進

ではないか。 

参考 ○自分を大切にすることは大変重要

と考え、「横浜の教育が育む力」の

「徳」で示しています。頂いたご意

見は、今後の取組の参考にさせてい

ただきます。 

８４  ３ 教育

の方向性

１ 

・人権問題を前提とした性教育を行っ

てほしい。 
参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にさせていただきます。 

８５  ３ 教育

の方向性

１ 

・小学生に外遊びができる、放課後遊

びの時間を保証するために学校カリキ

ュラムの見直しを進めるべきではない

か。授業時間の弾力的運用ができるよ

うにすべきである。特に低学年の子ど

もには、負担が大きすぎる。3 年生か

らの英語学習も、幼児の親たちの中に

まで子育て不安をあおっている。 

参考 ○授業時数は国の学習指導要領で定

められており、平成32年度から全面

実施の学習指導要領では、小学校

３・４年生の外国語活動が新たに義

務付けられます。   
本市は既に国の基準より小学校の

総時間は各学年20時間多く、小学校

１年生から４年生はこれを外国語活

動に割り当てています。 
頂いたご意見は今後の取組の参考に

させていただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

８６  ３ 教育

の方向性

２ 

・先生たちの多忙化や長時間の働かせ

方にメスを入れず、先生たちに資質、

能力の向上、使命感や情熱を求めるだ

けの施策はますます現場を無気力にす

る。横浜の問題点は、先生たちが、真

の意味で生き生きできていないことで

ある。オール横浜で子どもを支えるな

どと書かれているが、実態とかけ離れ

過ぎていて、むなしいただの言葉に聞

こえる。平成25年から26年にかけて

横浜市教委が行った「勤務実態調査」

をいつもそばにおいて教職員の働き方

を改善することが急務ではないか。こ

れを指標にしていくべき。横浜教文セ

ンターの改修、または建設も急務であ

る。 
 

参考 ○教職員の働き方改革については大

変重要と考え、８頁「教育の方向性」

の「２ 魅力ある学校づくり」の解

説に示しています。具体的な取組に

ついては、「横浜市立学校教職員の働

き方改革プラン」に沿って進めてま

いります。また、教育センターはこ

れからの横浜の教育を支える研究・

研修拠点として、新たな施設の確保

について検討を進めます。頂いたご

意見は、今後の取組の参考にさせて

いただきます。 

８７  ３ 教育

の方向性

２ 

・育児に力を入れると市長は言ってい

るが、教育の質を含め育児だと思う。

もっと子どもたちが安心して通うこと

が出来る学校にしてほしい。インクル

ーシブ教育を期待する。 

参考 ○「教育の方向性」の「２ 魅力あ

る学校づくり」で掲げた「安心して

学べる学校」を目指し、取組を進め

てまいります。また、７頁「１ 子

どもの可能性を広げます」の解説に

示すように、学習や発達を取り巻く

教育的ニーズに応じて、連続性のあ

る多様な学びの場が用意されている

ことを重視していきます。 
８８  ３ 教育

の方向性

２ 

・特別支援学校にスクールカウンセラ

ーを配置してほしい。 
参考 ○特別支援学校においても、スクー

ルカウンセラーの活用は大変重要と

考えております。頂いたご意見は、

今後の取組の参考にさせていただき

ます。 
８９  ３ 教育

の方向性

２ 

・教師に必要なのはハート。岡田教育

長には、心がある教育はできない。い

じめ110番や学校生活あんしんダイヤ

ルの担当者が個によって質が違いすぎ

る。不登校生徒への働きかけを見直す

べきである。 

参考 ○研修等を通じて相談員の人材育成

に努めてまいります。頂いたご意見

は、今後の取組の参考にさせていた

だきます。 

９０  ３ 教育

の方向性

２ 

・原発被害者いじめがあったのに、ビ

ジョンには「いじめは許しません」と

は書かれていない。あれがいじめ・恐

喝で無いかもと言ってしまうトップが

いる横浜市に不信感をもった。どうか、

「悪いことは悪い」という横浜市であ

ってほしい。 

参考 ○いじめに対する取組は不可欠と考

え、「教育の方向性」の「安心して学

べる学校」に示しております。具体

的な取組については、29 年に改訂し

た「横浜市いじめ防止基本方針」等

を踏まえ、「横浜市教育振興基本計

画」に示してまいります。頂いたご

意見は、今後の取組の参考にさせて

いただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

９１  ３ 教育

の方向性

２ 

・一番やってほしいことはいじめの問

題である。小中学校では人を傷つける

言葉、無視などはよくあり、そのため

学校に行けなくなる人がいるが、学校

は大したことではないかのように扱

い、いじめという言葉を使いたがらな

いように感じる。教師による生徒への

いじめも多くあるが、これはもっとな

かったことにされている。いじめの問

題は、学校で対応するのではなく、人

権や法律を正しく理解していて本当に

子どもに寄り添うことのできる専門の

教師以外の人を入れて対応してほし

い。また、学校に行かなくても学習す

ることができ、成績も同じように評価

される仕組みを作ること、加害者がい

ることで被害者が学校に行くことがで

きないのであれば加害者を通学させな

いこと、加害者にやったことの罪の認

識をさせる教育をとりいれてほしい。 

参考 ○いじめに対する取組は不可欠と考

え、「教育の方向性」の「安心して学

べる学校」に示しております。具体

的な取組については、29 年に改訂し

た「横浜市いじめ防止基本方針」等

を踏まえ、「横浜市教育振興基本計

画」に示してまいります。頂いたご

意見は、今後の取組の参考にさせて

いただきます。 

９２  ３ 教育

の方向性

２ 

・「人権教育の充実」と「いじめのない

風土づくり」を並列に置くのはいかが

か。人権教育はこんな末端ではなく単

独でトップに掲げてもらいたい。人権

教育を徹底すれば自ずと差別もいじめ

もなくなる。そのプロセスを経て「い

じめのない〇〇」を目指さなければ意

味がない。 

参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にさせていただきます。 

９３  ３ 教育

の方向性

２ 

・不登校、引きこもりのまま青年期を

迎えている若者たちの苦しみ、生育の

どこに焦点を当てているのか。個人の

責任だけにとどまらず、環境全体から

とらえなおしてみるべきである。 

参考 ○８頁「教育の方向性」の「２ 魅

力ある学校をつくります」の解説に

おいて、子どもの思いをしっかりと

受け止めることや、いじめや不登校

など、複雑化・困難化する課題につ

いて触れています。また、９頁「教

育の方向性」の「４ 社会全体で子

どもを育みます」の解説において、

貧困や児童虐待など、様々な課題を

抱える子ども一人ひとりに寄り添っ

て支えることを示しています。頂い

たご意見は、今後の取組の参考にさ

せていただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

９４  ３ 教育

の方向性

２ 

・「教職員が子どもの理解を深め、いじ

めなどの課題をチームで解決し、安心

して学べる学校を作ります。」につい

て、実効あるものにしてほしい。問題

があっても、職員集団の英知を引きだ

すことがいまだにできていない学校が

ある。方面別担当指導主事は的確に学

校学級の実情をつかんでいるのか？校

長のリーダーシップが適切にできてい

ないときに支援できていないようで

は、スローガン倒れになる。校長のマ

ネジメントや危機管理能力の弱さに閉

口している。 

参考 ○８頁「教育の方向性」の「２．魅

力ある学校をつくります」の解説に

あるよう、校長のマネジメント力や

危機管理力の向上を図っていきま

す。頂いたご意見は、今後の取組の

参考にさせていただきます。 

９５  ３ 教育

の方向性

２ 

・「地域資源を活かしながら、「社会に

聞かれた教育課程」を実現します。」に

ついて、「学校運営協議会」や「学校報

告会」「P T Aの活動」が形式的になっ

ていないか。街おこし、地域おこし、

のためにも学校が果たす役割が大きい

と思う。学校が取り組めるようにする

には、教育委員会がしっかりサポート

することができなくてはとても難しい

課題である。地域の方との関わりは、

総合学習の時間として大切にしたい。

地域の教育力をどう引き出せるのか、

教職員の負担を増やさずにやってほし

い。 

参考 ○「教育の方向性」の中にあるよう、

学びを社会と関連付けたり、地域や

社会と目標を共有して、子どもと社

会がつながる学校を目指していきま

す。教育委員会は、学校や子ども、

地域の実態を踏まえた支援をしてい

きます。具体的な取組については、

「横浜市教育振興基本計画」に示し

てまいります。頂いたご意見は、今

後の取組の参考にさせていただきま

す。 

９６  ３ 教育

の方向性

２ 

・教員の働き方の見直しに賛成。一方

で、部活をもっとやりたいと考える子

どももいるので難しい問題である。 

賛同 ○教職員の働き方改革については大

変重要と考え、８頁「教育の方向性」

の「２ 魅力ある学校づくり」の解

説に示しています。具体的な取組に

ついては、「横浜市立学校教職員の働

き方改革プラン」に沿って進めてま

いります。頂いたご意見は、今後の

取組の参考にさせていただきます。 

９７  ３ 教育

の方向性

２ 

・教員の多忙が教育の質の低下につな

がっている。教員が授業や指導の質を

上げることに注力できるよう、事務部

門の設置や業務分担などの環境整備を

するべきである。 

賛同 ○教職員の多忙化の解消は大変重要

と考え、８頁「教育の方向性」の「２ 

魅力ある学校づくり」の解説に示し

ています。具体的な取組については、

「横浜市立学校教職員の働き方改革

プラン」に沿って進めてまいります。

頂いたご意見は、今後の取組の参考

にさせていただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

９８  ３ 教育

の方向性

２ 

・教員や生徒が安心して学べる生活が

できるよう、教育委員会としてもしっ

かり取り組んでほしい。 

参考 ○「教育の方向性」に「安心して学

べる学校」を掲げるとともに、８頁

「２ 魅力ある学校をつくります」

の解説では、学校の業務改善支援や

人材育成の充実等を記載していま

す。具体的な取組については、「横浜

市教育振興基本計画」に示してまい

ります。頂いたご意見は、今後の取

組の参考にさせていただきます。 

９９  ３ 教育

の方向性

２ 

・教員の残業について、トップダウン

で業務量を減らすべく、教育委員会が

仕事をすべきである。 

参考 ○教職員の担うべき業務の精選は大

変重要と考え、８頁「教育の方向性」

の「２ 魅力ある学校づくり」の解

説に示しています。具体的な取組に

ついては、「横浜市立学校教職員の働

き方改革プラン」に沿って進めてま

いります。頂いたご意見は、今後の

取組の参考にさせていただきます。 

１００ ３ 教育

の方向性

２ 

・教員の負担軽減を実施し、子どもと

向き合う時間を確保してほしい。30人

学級も実現してほしい。 

参考 ○教職員が子どもと向き合う時間の

確保は大変重要と考え、８頁「教育

の方向性」の「２ 魅力ある学校づ

くり」の解説に示しています。具体

的な取組については、「横浜市立学校

教職員の働き方改革プラン」に沿っ

て進めてまいります。頂いたご意見

は、今後の取組の参考にさせていた

だきます。 

１０１ ３ 教育

の方向性

２ 

・教員採用試験を見直して欲しい。ア

イカレッジも人気がないのでやめてほ

しい。採用試験受験者には学力試験を

すべきである。面接の採点が不透明。

面接官を見直すべきである。無駄な研

修、会議をやめて教師間の様々なハラ

スメントをなくす対策を行ってほし

い。また、子どもが受けているハラス

メントを親が訴え、確実に改善される

ところをつくるべきである。教員に対

し、不透明な評価はやめるべきである。

特にいじめに関する評価はしないでほ

しい。 

参考 ○よこはま教師塾「アイ・カレッジ」

は、本市教員の人材育成指標に示さ

れている「横浜市が求める着任時の

姿」を目標に養成し、横浜市の教育

に貢献することを目的として設置し

ています。今後も広報活動や大学等

での説明会を充実させて受験者数増

を促進し、より優秀な教員の確保に

つなげていきます。教員間のハラス

メント対策については、引き続き、

相談窓口の周知にあわせ、研修を通

じてハラスメントの未然・再発防止

の徹底の呼びかけを行います。 
頂いたご意見は、今後の取組の参考

にさせていただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１０２ ３ 教育

の方向性

２ 

・先生と生徒が学校に拘束されている

時間を減らすことが重要である。中学

校は部活動が盛んで、平日も土日祝日

も休みなく毎日活動している。長期休

みも同様。顧問の権力が大きいため、

生徒が主体的に考え行動するという、

目指しているものとは反対の方向へ行

っているようだ。宿題も大量にあり、

部活以外に興味ある趣味の時間や本や

新聞を読んだりして学校以外の世界に

目を向ける時間、ただ休息のための時

間というものが削られていくばかりで

多様性の尊重などはできないのではな

いか。子どもだけでなく、誰でも興味

あることに気軽に取り組めるような場

所が、子どもの徒歩圏内にあるとよい。 

参考 ○教職員の働き方改革については大

変重要と考え、８頁「教育の方向性」

の「２ 魅力ある学校づくり」の解

説に示しています。具体的な取組に

ついては、「横浜市立学校教職員の働

き方改革プラン」に沿って進めてま

いります。また、部活動につきまし

ては、平成30年度より、各学校で部

活動休養日を設定していきます。頂

いたご意見は、今後の取組の参考に

させていただきます。 

１０３ ３ 教育

の方向性

２ 

・教員のブラック労働緩和と子どもた

ちへのきめ細かい教育のために、小学

校での 30 人学級の達成を目標に入れ

てほしい。 

参考 ○教職員の働き方改革については大

変重要と考え、８頁「教育の方向性」

の「２ 魅力ある学校づくり」の解

説に示しています。頂いたご意見は、

今後の取組の参考にさせていただき

ます。 

１０４ ３ 教育

の方向性

２ 

・ブラック労働緩和と子どもたちの豊

かな教育の一助として、小中学校の補

助員の採用を積極的に行ってほしい。

補助員は地元のシニアの中から選んで

ほしい。 

参考 ○教職員の働き方改革については大

変重要と考え、８頁「教育の方向性」

の「２ 魅力ある学校づくり」の解

説に示しています。頂いたご意見は、

今後の取組の参考にさせていただき

ます。 

１０５ ３ 教育

の方向性

２ 

・「教育を司る」のは現場の教員であり、

教員は相当に疲弊している。そこに何

ら手を打つことなく、彼らをさらに苦

しめる「市民向けの空約束」をなぜ出

せるのか。ただちにこのビジョンは撤

回し、現場教職員の声を聞いて負担を

軽減することから始めるべきである。 

                  

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」の検討

にあたっては、学校現場の意見を聞

きながら進めてまいりました。教職

員の働き方改革については大変重要

と考え、８頁「教育の方向性」の「２ 

魅力ある学校をつくります」の解説

に示しています。具体的な取組につ

いては、「横浜市立学校教職員の働き

方改革プラン」に沿って進めてまい

ります。頂いたご意見は、今後の取

組の参考にさせていただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１０６ ３ 教育

の方向性

２ 

・「子どもが豊かに学び育ち、教職員が

いきいきと働くことができる学校をつ

くります。」について、すぐにやってほ

しい。時間外勤務をしなくてもよいよ

うにしてほしい。トップダウン式にな

っている状態では、創造的教育活動は

生まれないので、先生のランク付けも

やめるべき。暴力行為、不登校件数は、

1 クラス人数を減らし、先生たちが、

一人ひとりの子に向き合える状況を作

り出す中からでしか解決は生まれない

と思う。 

参考 ○教職員の負担軽減や働き方改革に

ついては大変重要と考え、８頁「教

育の方向性」の「２ 魅力ある学校

づくり」の解説に示しています。具

体的な取組については、「横浜市立学

校教職員の働き方改革プラン」に沿

って進めてまいります。頂いたご意

見は、今後の取組の参考にさせてい

ただきます。 

１０７ ３ 教育

の方向性

２ 

・教師力の向上は、結果を見える形に

すべきである。 
参考 ○教職員の資質・能力の向上は大変

重要と考え、８頁「教育の方向性」

の「２ 魅力ある学校づくり」の解

説に示しています。頂いたご意見は、

今後の取組の参考にさせていただき

ます。 

１０８ ３ 教育

の方向性

２ 

・校長も、教職員も学校から出ての研

修が多すぎる。自分の担当している子

どもの分析と、学習の準備に費やす時

間と、共同研究の時間を保障してほし

い。子どもに寄り添った民主的学校運

営になる環境を作ってほしい。 

参考 ○教職員の担うべき業務の精選につ

いては大変重要と考え、８頁「教育

の方向性」の「２ 魅力ある学校づ

くり」の解説に示しています。具体

的な取組については、「横浜市立学校

教職員の働き方改革プラン」に沿っ

て進めてまいります。頂いたご意見

は、今後の取組の参考にさせていた

だきます。 

１０９ ３ 教育

の方向性

２ 

・「地域資源を活かした学校」のタイト

ルのもとに「社会に開かれた教育課程

を実現する」というのは、「社会に開か

れた教育課程」を狭義に解釈している

ように見える。より良い社会をつくる

という目標を社会と学校が共有するこ

とや求められる資質や能力を教育課程

で明確化することも含めて、「社会に開

かれた教育課程」という言葉を使うべ

きである。 

反映 ○頂いたご意見を踏まえ、「教育の方

向性」の「２ 魅力ある学校づくり」

の左から２つ目を修正しました。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１１０ ３ 教育

の方向性

２ 

・教員が意欲的に取り組む姿勢を強化

することを打ち出すべきである。特に

教員はいじめに対する認識をしっかり

持つべきである。また教員間で問題の

共有を図り、教育委員会がいじめ問題

に真剣に取り組むべきである。教育委

員会、学校、地域が連携・協働するこ

とができる仕組みについて、学区ごと

に取り組むことを指導していくことも

明記してほしい。 

賛同 ○いじめに対する取組は不可欠と考

え、「教育の方向性」の「安心して学

べる学校」に示しています。具体的

な取組については、29 年に改訂した

「横浜市いじめ防止基本方針」等を

踏まえ、「横浜市教育振興基本計画」

に示してまいります。頂いたご意見

は、今後の取組の参考にさせていた

だきます。 

１１１ ３ 教育

の方向性

２ 

・２「魅力ある学校をつくります」の

うち、「いじめや不登校など…」とある

が、まずは教職員を対象とした「原発

事故避難者の話を聞く場を設けます。」

と明記すべきである。各クラスで先生

と生徒が、この問題を一緒に考えて貰

いたい。また、「子どもが豊かに学び、

教職員がいきいきと働く事ができる学

校をつくります」の中で、教職員の労

働実態か過労死ラインである時間外労

働月 80 時間にも達していることに何

ら触れない事が信じられない。具体的

改善策を明記すべきである。「教職員は

自ら学び続け、資質、能力の向上…職

務を果たします。」のうち「教育に対す

る使命感と情熱」は、学校における教

職員の自主性が尊重されることが前提

と思う。その為の１つの課題は、教科

書の選定に教職員の声が反映されるべ

きである。 

参考 ○いじめに対する取組は不可欠と考

え、「教育の方向性」の「安心して学

べる学校」に示しています。具体的

な取組については、29 年に改訂した

「横浜市いじめ防止基本方針」等を

踏まえ、「横浜市教育振興基本計画」

に示してまいります。また、教職員

の働き方改革についても大変重要と

考え、８頁「教育の方向性」の「２ 

魅力ある学校づくり」の解説に示し

ており、具体的な取組については、

「横浜市立学校教職員の働き方改革

プラン」に沿って進めてまいります。

頂いたご意見は、今後の取組の参考

にさせていただきます。 

１１２ ３ 教育

の方向性

２ 

・小学校教諭が学期の途中で休職する

ケースがある。先生方の過労が心配で

す。教員を増やしてほしい。国との絡

みで難しいのであれば、市独自のシス

テムをつくり、補助職員を増やすこと

が必要である。 

参考 ○教職員が心身ともに健康でいきい

きと働けることは大変重要と考え、

８頁「教育の方向性」の「２ 魅力

ある学校づくり」の解説に示してい

ます。頂いたご意見は今後の取組の

参考にさせていただきます。 

１１３ ３ 教育

の方向性

２ 

・活躍している臨時的任用教員が正規

採用に至らない場合がある。一方で不

適格と思われる人材が採用されてい

る。教員の採用方法を改善してほしい。 

参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にさせていただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１１４ ３ 教育

の方向性

２ 

・特別支援学校において、スクールカ

ウンセラーやスクールソーシャルワー

カーを活用できるような配置をすべき

である。 

参考 ○特別支援学校においても、スクー

ルソーシャルワーカーやスクールカ

ウンセラーの活用は大変重要と考え

ております。頂いたご意見は、今後

の取組の参考にさせていただきま

す。 

１１５ ３ 教育

の方向性

２ 

・相変わらず「いじめ」の問題が減少

していないのが現実である。いじめら

れた側より、いじめをする側の原因究

明に取り組んでないように思う。いじ

めや不登校の根底にある原因を取りの

ぞかなければ、永久にこの問題はなく

ならないように思う。原因は複雑で、

すぐには解決できないと思うが、やは

り乳幼児期に家庭の中で基本的な社会

性を教える時間が減少している点にあ

ると思う。女性の社会進出の増加や父

親の長時間労働等により、親と子ども

が「家庭」の中で向きあえる時間が減

少している。子ども達の心の成長の基

盤が確立する年令まで家族が子ども達

を見守れるよう社会も動かなければ、

この問題は解決されないと思う。 

参考 ○子どもは、保護者など特定の大人

との関わりの中で、愛され、大切に

されることで、基本的信頼感を育ん

でいくことが大変重要と考え、９頁

「教育の方向性」の「４ 社会全体

で子どもを育みます」の解説に示し

ています。頂いたご意見は、今後の

取組の参考にさせていただきます。 

１１６ ３ 教育

の方向性

２ 

・「魅力ある学校をつくります」に記載

されていることは、ほぼお経のようだ。

精神論ではカリキュラムは成り立たな

い。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」の実現

に向け、具体的な取組については、

「横浜市教育振興基本計画」に示し

てまいります。頂いたご意見は、今

後の取組の参考にさせていただきま

す。 

１１７ ３ 教育

の方向性

２ 

・教師が忙しすぎる。生徒の自主性を

求めるなら、生徒を一人の人として尊

重することが前提である。次の点を教

育ビジョンに取り入れてほしい。(1) 
横浜市は前倒しで 35 人学級を進め、

さらに 30 人学級へと移行していく計

画を立ててほしい。(2) 教師と各学校

の裁量を増やし、教師の負担を減らす

工夫をしてほしい。(3) 生徒の人権を

守り、自主性をはぐくむために「校則」

を見直し、生徒の意見を反映させるし

くみを導入してほしい。 

参考 ○教職員の働き方改革については大

変重要と考え、８頁「教育の方向性」

の「２ 魅力ある学校づくり」の解

説に示しています。頂いたご意見は、

今後の取組の参考にさせていただき

ます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１１８ ３ 教育

の方向性

２ 

・横浜サイエンスフロンテイア附属中

学校と南高校附属中学校は中等教育学

校にして、負担軽減、中高生一体化強

化、地域や外部と大学との連携強化、

体験学習強化すればよい。また、部活

の試合では、経費と手間の削減のため

に体操着のまま試合出場できるように

する。教員・生徒の負担軽減のため部

活を外部移行し、横浜ビー・コルセア

ーズジュニアに中学校の試合出場資格

を与え、学校部活と民間団体との比較

などして試す。実現するために、コー

チングや交渉力等を利用するべきであ

る。 

参考 ○教職員の働き方改革については大

変重要と考え、８頁「教育の方向性」

の「２ 魅力ある学校づくり」の解

説に示しています。具体的な取組に

ついては、「横浜市立学校教職員の働

き方改革プラン」に沿って進めてま

いります。また、部活動につきまし

ては、外部指導者の派遣や部活動指

導員の配置を行います。頂いたご意

見は、今後の取組の参考にさせてい

ただきます。 

１１９ ３ 教育

の方向性

２ 

・ いじめ問題や不登校の問題を解決し

ていくためにも、少人数学級の実現に

力を注いでほしい。教員の多忙化を解

決し、子どもに寄り添える教育をして

欲しい。子どもが成長していける教育

をしてほしい。教科書の選定は現場の

先生の意見を尊重してほしい。 

参考 ○教職員の働き方改革は大変重要と

考え、８頁「教育の方向性」の「２ 

魅力ある学校づくり」の解説に示し

ております。具体的な取組について

は、「横浜市立学校教職員の働き方改

革プラン」に沿って進めてまいりま

す。頂いたご意見は、今後の取組の

参考にさせていただきます。 

１２０ ３ 教育

の方向性

２ 

・いじめは仲間の中での問題である。

仲間づくりがどうして学校の中で進ま

ないのか、地域で子どもたちが住みや

すくなっていないのはなぜなのか。社

会全体の生きにくさと、子どもたちが

そこから押しつぶされるように生きて

いる。そのことが教室にも持ち込まれ

ている。教員が子どもたち一人ひとり

に向き合えない状況をどう打破するの

か。１クラス人数をどう少なくするの

か、喫緊の課題である。 

参考 ○いじめのない風土づくりは大変重

要と考え、７頁「教育の方向性」の

「１ 子どもの可能性を広げます」

の解説に示しています。教職員が子

どもとしっかり向き合う時間の確保

は大変重要と考え、８頁「教育の方

向性」の「２ 魅力ある学校をつく

ります」の解説に記載しています。

具体的な取組については、「横浜市立

学校教職員の働き方改革プラン」に

沿って進めてまいります。頂いたご

意見は、今後の取組の参考にさせて

いただきます。 
１２１ ３ 教育

の方向性

２ 

・「魅力ある学校を作ります」について、

スローガン倒れにならず、保護者が仕

事を休んでも授業参観や、懇談会に来

たくなるような学校にしてほしい。 

参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にせていただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１２２ ３ 教育

の方向性

２ 

・部活動のあり方を見直し、地域や法

人に委ね受益者負担で行われる仕組み

にすべきである。中学校体育連盟は解

散し、権限を委譲すべきである。部活

動が教員の本来業務の負担になってい

る。「横浜教育ビジョン 2030」の中で

具体的な方針やアイデアがないと説得

力がない。 

参考 ○教職員の働き方改革については大

変重要と考え、８頁「教育の方向性」

の「２ 魅力ある学校づくり」の解

説に示しています。具体的な取組に

ついては、「横浜市立学校教職員の働

き方改革プラン」に沿って進めてま

いります。頂いたご意見は、今後の

取組の参考にさせていただきます。 

１２３ ３ 教育

の方向性

２ 

・特別支援学校の建替え基準を明確に

示してほしい。 
参考 ○特別支援学校の建替えについて

は、各学校がそれぞれ独自の教育内

容であったり、個々の学校のつくり

が全く違うため、「横浜市立小・中学

校施設の建替えに関する基本方針」

（平成29年５月策定）では原則とし

て対象とせず、別途方針を策定いた

します。 

１２４ ３ 教育

の方向性

２ 

・目指す人づくりや教育の方向性に「つ

ながり」という言葉が使われており、

つながりに必要な方法論は多角的に提

示されているが、子どもたちのつなが

りをどのように育てるのか読み解けな

かった。 

反映 ○頂いたご意見を踏まえ、「教育の方

向性」の「２ 魅力ある学校づくり」

の２つ目を修正いたしました。具体

的な取組については、「横浜市教育振

興基本計画」策定にあたり、検討し

てまいります。 

１２５ ３ 教育

の方向性

２ 

・性犯罪を起こした教員は二度と生徒

と接触させないでほしい。 
参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にさせていただきます。 

１２６ ３ 教育

の方向性

２ 

・道徳が教科となっても学校現場にお

いて、教員が多様性を認める教育がで

きるように教育委員会はサポートすべ

きである。 

参考 ○教職員が多様性を認める教育は大

変重要と考え、「教育の方向性」の冒

頭に「多様性を尊重し、つながりを

大切にした教育を推進します」と示

しています。子どもが問題意識をも

って学習に臨み、ねらいとする道徳

的価値を追求し、多様な考え方や感

じ方によって学ぶことができるよう

に、問題解決的な学習などの指導方

法を工夫することが大切だと考えま

す。各学校で「考え、議論する道徳」

を実践していけるよう、事務局とし

ても支援していきます。頂いたご意

見は、今後の取組の参考にさせてい

ただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１２７ ３ 教育

の方向性

２ 

・不登校児童の取組も、対処療法的に

は解決しないのではないか。中学で不

登校生徒が急増するのは、小中ギャッ

プだけではないと思う。一番大きいの

は、同じ釜の飯をゆっくり味わって食

べる場がないことではないか。安全安

心の給食がない。 

参考 ○市の中学校昼食につきましては、

早期に全校で実施ができることや、

施設整備費が大幅に抑えられるこ

と、中学校の日課への影響を最小限

に抑えられることなどを検討した結

果、ライフスタイルや日々の都合に

合わせてハマ弁、家庭弁当、業者弁

当を選択できる仕組として実施して

います。頂いたご意見は、今後の取

組の参考にさせていただきます。 
 

１２８ ３ 教育

の方向性

２ 

・良き市民の見本が市職員である。「や

って見せ、やらせて見せ、ほめてやら

ねば人は育たぬ」という考えのもと教

育をする決意は、どこを読めば理解で

きるか。 

参考 ○教職員が自ら学び続け、使命感や

情熱を持って職責を果たすことは大

変重要と考え、「教育の方向性」の「２ 

魅力ある学校をつくります」に示し

ています。なお、横浜市職員に求め

られる職員像及び人材育成について

は、「横浜市人材育成ビジョン」に示

しています。 
１２９ ３ 教育

の方向性

２ 
 
 

・学校創立周年行事が気持ち悪い。税

金を有効に使ってほしい。行事を見直

し、練習を削減すること。強制でやっ

ても生徒は楽しくない。 

参考 ○各校の創立周年行事の開催につい

ては、学校とＰＴＡ、地域が協力し、

検討しています。頂いたご意見は、

今後の取組の参考にさせていただき

ます。 

１３０ ３ 教育

の方向性

３ 

・魅力ある学校になるためには教職員

がいきいきと働ける環境が必要であ

る。横浜市の小学校１年生から６年生

の年間授業数が国平均より 20 時間多

い状況を改善することが喫緊の課題で

ある。 

参考 ○教職員がいきいきと働ける環境に

ついては大変重要と考え、８頁「教

育の方向性」の「２ 魅力ある学校

づくり」の解説に示しています。頂

いたご意見は、今後の取組の参考に

させていただきます。 

１３１ ３ 教育

の方向性

３ 

・学校の校舎を 70 年使用することは

安全ではない。 
参考 ○横浜市の公共施設の目標耐用年数

は「公共施設の長寿命化‐基本方針

‐」により、原則として70年以上と

しています。「横浜市立学校の建替え

の基本方針」においても、学校施設

の目標耐用年数を 70 年としていま

す。定期的に保全等を行い、安全を

確保していきます。 

１３２ ３ 教育

の方向性

３ 

・「開かれた学校、カリキュラム編成」

を推進するためには、学校の施設内だ

けを充実させるのではなく、学校周辺

の地域に対しても環境整備が必要であ

る。 

賛同 ○頂いたご意見を踏まえながら、今

後も教育施策を推進してまいりま

す。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１３３ ３ 教育

の方向性

３ 

・「地域とともに子どもをよりよく育む

教育環境を整えます。」について、のび

のび遊べる公園が少ない中で、安心し

て遊べるのが学校の施設である。個人

で自由に遊べる開放の仕方を考えてほ

しい。学校施設は、地域で一番の防災

拠点である。災害時にあっても対応で

きるようにするには、地域の人がいつ

も利用できるスペースが必要である。

現在の地区センター、サポートセンタ

ー など、配置を工夫しながら、また学

童保育の施設としても、防災拠点の機

能が複合的に活用できるようにしてほ

しい。 

参考 ○地域の防災や生涯学習に関しても

学校の役割は重要と考え、９頁「教

育の方向性」の「３ 豊かな教育環

境を整えます」の解説に記載してい

ます。頂いたご意見は今後の取組の

参考とさせていただきます。 

１３４ ３ 教育

の方向性

３ 

・横浜市では５年前から学校司書の専

任配置を実現し、その効果が実証され

ている。「３横浜の教育の方向性」の

「（3）豊かな教育環境を整えます」に

「読書活動の推進や図書館サービスの

充実」と述べられているだけであるが、

学校教育ばかりでなく社会教育（生涯

学習）の充実・活性化を図るために、

学校図書館および公立図書館の発展・

強化の方向性を明確に示してほしい。 

賛同 ○ご指摘の通り、本市では学校司書

を配置することで児童の図書室での

貸出冊数が増加するなどの効果が出

ています。生涯学習については大変

重要と考え、９頁「教育の方向性」

の「３ 豊かな環境を整えます」の

解説に示しています。具体的な取組

については、「横浜市教育振興基本計

画」策定にあたり、検討してまいり

ます。頂いたご意見は、今後の取組

の参考にさせていただきます。 

１３５ ３ 教育

の方向性

３ 

・学校図書館の活性化①学校司書の全

校配置（横浜市は完了、全国で小中約

60％完了）②司書教諭の専任化③読書

指導と図書館活用ができる教員の養成

④新聞の配置（小学校 17％、中学校

15％）予算の問題および図書室に対す

る学校の意識、位置づけに問題がある

ように思われる。公共図書館の学校図

書館支援についても、それほど活発に

は動いていないように思われる。大学

が学校教育を支援できる試みとして、

大学と児童クラブの連携による放課後

の読み聞かせと、ネットにおける図書

館の広報に取り組んだ。「横浜教育ビジ

ョン2030」について、教育の実例とし

て伝えたい。 

賛同 ○教育の充実に向け、大学等、関係

機関との連携については大変重要と

考え、９頁「教育の方向性」の「４ 

社会全体で子どもを育みます」の解

説に示しています。頂いたご意見は、

今後の取組の参考にさせていただき

ます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１３６ ３ 教育

の方向性

３ 

・学校図書館についてほとんど触れら

れていなくて残念である。学校図書館

は本の冊数が少なく、修理の本の山に

なっている。本当に現場に必要である

環境整備を最低限でも整えること、本

の修理については時間が取れていな

い。ビジョンにも実績と現状、課題を

汲んだ内容で学校図書館の充実・子ど

もたちの読書環境の向上につなげる文

言を入れてほしい。 

参考 ○具体的な取組については、「横浜市

教育振興基本計画」策定にあたり、

検討してまいります。頂いたご意見

は、今後の取組の参考にさせていた

だきます。 

１３７ ３ 教育

の方向性

３ 

・教育環境の充実は、まず図書館から

取り組んでほしい。学校図書館など重

要な学校施設、費用のかかる備品を学

校予算に任せずに、提供するようにし

てほしい。公共図書館も少なすぎる。

最大の政令指定都市にして、１区に１

か所しか公共図書館がないこと。小学

校の図書館の蔵書の貧相なこと。公共

図書館の蔵書の貧相なこと。豊かな教

育環境とはほど遠い。学校司書が配置

されて、貸し出し冊数などは増えてい

るそうだが、学校図書館のネットワー

クなどまだまだ環境が整っていない。 

参考 ○具体的な取組については、「横浜市

教育振興基本計画」策定にあたり、

検討してまいります。頂いたご意見

は、今後の取組の参考にさせていた

だきます。 

１３８ ３ 教育

の方向性

３ 

・３ 横浜の教育の方向性の、「3豊か

な教育環境を整えます」において、「読

書活動の推進や図書館サービスの充

実」とあるが、学校図書館の充実・活

性化についても言及して欲しい。また、

感性豊かな心を育み、新しい感情に出

会う。学校図書館がより充実すること

により、ワンアクションでそれらへつ

なげることが可能になることは、子ど

も達にはとても重要な要素であると感

じる。学校、地域、行政、公共図書館

などと連携し学校図書館を充実させて

いくことは、重要な課題であると考え

る。「横浜教育ビジョン 2030」で目指

す新しい時代への人づくりには学校教

育に加え、学校図書館の充実・活性化

が不可欠であるのではないか。 

参考 ○具体的な取組については、「横浜市

教育振興基本計画」策定にあたり、

検討してまいります。頂いたご意見

は、今後の取組の参考にさせていた

だきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１３９ ３ 教育

の方向性

３ 

・読書ボランティアをして、図書室の

本の少なさ、古さが気になった。幼小

でしっかり読書体験が出来ることが基

本である。じっくり読書をすることや

本に出会うことこそ豊かな教育につな

がるのではないか。予算が少ないので

はないか。 

参考 ○頂いたご意見は今後の取組の参考

にさせていただきます。 

１４０ ３ 教育

の方向性

３ 

・大都市横浜にとって、市民の学びの

環境は、貧しく、身近にない。残され

たわずかな自然をなくすことなく、増

やすことに努めてほしい。学校施設に

併設して興味溢れる活動を提供してほ

しい。子どもが安全に徒歩や自転車で

行けるよう、歩道の整備、自転車路の

整備を計画的に実行してほしい。 

参考 ○頂いたご意見を関連する局と共有

し、今後の取組の参考にさせていた

だきます。 

１４１ ３ 教育

の方向性

３ 

・地域の人材等を学校支援員として、

登校時の支援だけでなく、学校行事や

教科などにも協力してもらったら良い

のではないか。 

賛同 ○より多くの地域の方や保護者に学

校運営に参画していただくことが大

変重要と考え、９頁「教育の方向性」

の「４ 社会全体で子どもを育みま

す」の解説に示しています。頂いた

ご意見は今後の取組の参考にさせて

いただきます。 

１４２ ３ 教育

の方向性

３ 

・「豊かな教育環境を整えます」のとこ

ろだが、学校施設の計画的な建替えや

保全はもちろん大切なことだが、「通学

路の安全確保」についても、その責任

を行政がしっかりと負うことを、ビジ

ョンに入れてほしい。住宅地等の開発

などでは、開発事業者は、道幅ギリギ

リまで建物を建てようとするため、見

通しが悪くなり、歩行スペースも狭ま

り、児童が安全に通学することができ

ない箇所を多く見かける。教育委員会

に通学路を所管する部署がないことも

聞いている。ビジョンの安全な教育環

境に「通学路」を含めることによって、

責任が明確になり、よりよい施策が進

められると考える。 

参考 ○通学路の安全確保については、９

頁「教育の方向性」の「４ 社会全

体で子どもを育みます」の解説に、

登下校時の安全確保等に向け、市長

部局や関係機関等との連携を強化す

ることを記載しています。頂いたご

意見は、今後の取組の参考にさせて

いただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１４３ ３ 教育

の方向性

３ 

・特別支援学校の建替えの基本方針を

作成すべきである。 
参考 ○特別支援学校の建替えについて

は、各学校がそれぞれ独自の教育内

容であったり、個々の学校のつくり

が全く違うため、「横浜市立小・中学

校施設の建替えに関する基本方針」

（平成29年５月策定）では原則とし

て対象とせず、別途方針を策定いた

します。 

１４４ ３ 教育

の方向性

３ 

・「学校施設の建替や保全等を進め、子

どもの安全・安心を確保します」とあ

るが、特別支援学校が対象に含まれて

いないと感じる。建替えに関する基本

方針に特別支援学校もいれるべきであ

る。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」は全て

の学校種を対象としています。特別

支援学校の建替えについては、各学

校がそれぞれ独自の教育内容であっ

たり、個々の学校のつくりが全く違

うため、「横浜市立小・中学校施設の

建替えに関する基本方針」（平成 29
年５月策定）では原則として対象と

せず、別途方針を策定いたします。 

１４５ ３ 教育

の方向性

３ 

・建替えの基本方針に特別支援学校の

内容も入れてほしい。 
参考 ○特別支援学校の建替えについて

は、各学校がそれぞれ独自の教育内

容であったり、個々の学校のつくり

が全く違うため、「横浜市立小・中学

校施設の建替えに関する基本方針」

（平成29年５月策定）では原則とし

て対象とせず、別途方針を策定いた

します。 

１４６ ３ 教育

の方向性

３ 

・3「豊かな教育環境を整えます」とあ

るが、教育委員会から市長に、「新庁舎

もいいけど、カジノなんか止めて、教

文センターを作って下さい」と頼んで

ほしい。 

参考 ○教育センターはこれからの横浜の

教育を支える研究・研修拠点として、

新たな施設の確保について検討を進

めます。頂いたご意見は、今後の取

組の参考にさせていただきます。 

１４７ ３ 教育

の方向性

３ 

・３）横浜の方向性（3）豊かな教育環

境を整えますの学校施設の建替えに関

して、建替えを機に、中学校に学生食

堂を作ってほしい。生徒も先生も昼食

を自由に選べる環境を整備してほし

い。そして、土曜日や長期休みは地域

に開放し、長期休み中に給食がなくて

痩せてしまう子や独居のお年寄りも利

用できる、福祉の役割を担う複合施設

を提案する。また、災害時にも何らか

の食事の提供する機能を備えること

で、地域防災拠点としての役割を強化

することができる。 

参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にさせていただきます。 



36 
 

№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１４８ ３ 教育

の方向性

３ 

・「３ 豊かな教育環境を整えます」の

内容は、北綱島特別支援学校に関して

は全く当てはまらない。分校にする意

味がわからない。この問題を白紙に戻

してほしい。 

参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にさせていただきます。 

１４９ ３ 教育

の方向性

３ 

・「豊かな教育環境を整えます。」につ

いて、学校施設の建て替えや部分改修

に当たり、設計の段階で、子どもたち

の要求や教職員の要求を聞き建設に望

んでほしい。障害のある子どもたち自

身が、地域の中で受け入れられ、主体

的に活動するには、特別支援学校が大

規模な現状を改め、各区、各地域に配

置され、共に育ちあい、生活できるよ

うにする必要がある。適切に配置して

ほしい。 

参考 ○頂いたご意見は今後の取組の参考

にさせていただきます。 
 
 

１５０ ３ 教育

の方向性

３ 

・何をやらないか、がよくわからない。

「あれもこれも」でよいとは思うが、

子どもの数が減少した学校は統合し残

さない等。 

参考 ○今後も、「横浜市立小・中学校の通

学区域制度及び学校規模に関する基

本方針」に基づき、学校規模の適正

化に努めていきます。頂いたご意見

は、今後の取組の参考にさせていた

だきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１５１ ３ 教育

の方向性

４ 

・図書館サービスの充実と読書活動の

推進は「生涯にわたって主体的に学び、

心豊かな生活につながるよう、市民の

学びの環境を整えます」という項目の

中に掲げられているが、生涯にわたっ

て、図書館サービスを上手につかって

学び続けるには、学校教育において図

書館を使って学ぶ方法を習得しなけれ

ば身に付かない。多様な情報から自分

の考えを作っていくためにも、考える

授業が求められており、またすべての

学校教育の根幹に読書活動は関わって

いる。小学校の図書予算が少ないこと、

学校司書の待遇がよくないので定着率

がよくないこと、子どもたちの授業日

すべてに学校司書が勤務するだけの予

算がついていないこと、図書館と学校

間や学校間どうしの資料を相互貸借す

る物流システムが整っていないことな

ど、その機能を発揮するにはまだまだ

課題が多い。ぜひともこの部分は新し

いビジョンに明記して整備していって

ほしい。そのことで、横浜がめざす教

育に大いに貢献すると考える。また、

ＩＣＴ、情報教育を学校図書館と別に

するのではなく、互いに連携させる方

向が必要である。学校司書や理科支援

員という専門スタッフに優秀な人材を

確保するためにも、ある程度十分な予

算確保は必要。 

参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にさせていただきます。 

１５２ ３ 教育

の方向性

４ 

・公共図書館を１区１館にとどめるこ

となく、数を増やしてほしい。それが

難しいなら、地区センターとのネット

ワークをデータ公開だけでなく、物流

も構築して、分館のようにしていって

ほしい。まったく、その方向に進む気

配がないので、その方向性に向かって

検討を始めるところからでも始めて行

ってほしい。「図書館サービスの充実」

という文言にその意味が込められてい

るならうれしく思う。 

参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にさせていただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１５３ ３ 教育

の方向性

４ 

・「行政は家庭教育を支援します。」と

あるが、どうやって支援するのか？こ

どもの貧困やひとり親家庭の貧困、見

えているのか。保護者まかせにせず、

行政が支援する具体的な案を書くべき

である。 

参考 ○９頁「教育の方向性」の「４ 社

会全体で子どもを育みます」の解説

に、家庭教育の支援は、保護者への

学習の機会及び情報の提供、保護者

どうしのつながりや地域との交流を

促進すること、貧困や児童虐待など、

様々な課題を抱える子ども一人ひと

りに寄り添って支えることを示して

います。具体的な取組については、

「横浜市教育振興基本計画」策定に

あたって、検討してまいります。 
１５４ ３ 教育

の方向性

４ 

・地域に対して、何でも地域にやらせ

ないでほしい。地域コーディネーター

や地域懇談会等もいらない。PTAはな

り手がいない。強制をやめさせるべき

である。 

参考 ○PTA は任意の活動です。頂いたご

意見は、今後の取組の参考にさせて

いただきます。 

１５５ ３ 教育

の方向性

４ 

・通学路の安全を、車の問題ではなく

子どもたちのマナーの問題にしている

ことはいかがなものか。 

参考 ○登下校時の安全確保等に向け、市

長部局や関係機関等との連携強化は

大変重要と考え、９頁「教育の方向

性」の「４ 社会全体で子どもを育

みます」の解説に示しています。頂

いたご意見は、今後の取組の参考に

させていただきます。 

１５６ ３ 教育

の方向性

４ 

・通学路の安全を、車の問題ではなく

子どもたちのマナーの問題にしている

ことはいかがなものか。 

参考 ○登下校時の安全確保等に向け、市

長部局や関係機関等との連携強化は

大変重要と考え、９頁「教育の方向

性」の「４ 社会全体で子どもを育

みます」の解説に示しています。頂

いたご意見は、今後の取組の参考に

させていただきます。 

１５７ ３ 教育

の方向性

４ 

・健やかな体を育むためには、「子ども

の貧困対策法」の趣旨を踏まえ、早急

に中学校給食を実施すべきである。 

参考 ○市の中学校昼食につきましては、

早期に全校で実施ができることや、

施設整備費が大幅に抑えられるこ

と、中学校の日課への影響を最小限

に抑えられることなどを検討した結

果、ライフスタイルや日々の都合に

合わせてハマ弁、家庭弁当、業者弁

当を選択できる仕組として実施して

います。また、生活環境により昼食

の用意が困難な生徒に対し、ハマ弁

を無償提供する支援を実施していま

す。 
頂いたご意見は、今後の取組の参考

にさせていただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１５８ ３ 教育

の方向性

４ 

・市立図書館が1区1館では、他の自

治体に比べてあまりにもお粗末であ

る。人口や面積を勘案し、現在の 1 区

1館体制の見直しをお願いしたい。 

参考 ○頂いたご意見は今後の取組の参考

にさせていただきます。 

１５９ ３ 教育

の方向性

４ 

・学校、家庭、地域等との連携・協働

の機能強化が重要である。また、地域

に協力してほしいことを教員から発信

することを明記すべきである。 

反映 ○頂いたご意見を踏まえ、「教育の方

向性」の「２ 魅力ある学校づくり」

の左から２つ目、及び「３ 豊かな

教育環境を整えます」の左から２つ

目を修正いたしました。具体的な取

組については、「横浜市教育振興基本

計画」に示してまいります。 
１６０ ３ 教育

の方向性

４ 

・私ども地域の人の活用を強化すべき

である。また、地域に対しても学校と

の連携強化を指導することを明記して

ほしい。 

反映 ○頂いたご意見を踏まえ、「教育の方

向性」の「２ 魅力ある学校づくり」

の左から２つ目、及び「３ 豊かな

教育環境を整えます」の左から２つ

目を修正いたしました。を修正いた

しました。具体的な取組については、

「横浜市教育振興基本計画」に示し

てまいります。 
１６１ ３ 教育

の方向性

４ 

・世界中の学校で世界中の子どもたち

が学んでいる。また、世界中で教育研

究が進められている。ぜひ世界中のさ

まざまな人・場所・コトとつながって

学校教育を、また教育研究を進めてほ

しい。横浜なんだから、大きく、ひろ

がりのあることをぜひ。 

反映 ○頂いたご意見を踏まえ、「教育の方

向性」の「４ オール横浜で子ども

を支えます」を「社会全体で子ども

を育みます」と修正し、２つ目の「多

様な主体との連携・協働」の内容も

修正いたしました。 

１６２ ３ 教育

の方向性

４ 

・オール横浜を実現するための予算を、

教育だけでなく、関係機関と実現でき

るように連携し、確保してほしい。 

賛同 ○教育の推進にあたり、関係機関と

の連携は大変重要と考えておりま

す。頂いたご意見を踏まえながら、

今後も教育施策を推進してまいりま

す。 

１６３ ３ 教育

の方向性

４ 

・読解力の向上として、学校図書館と

の連携、地域図書館との連携を検討し

てはどうか。 

参考 ○図書館を含む、様々な関係機関と

の連携は教育の充実に大変重要と考

え、９頁「教育の方向性」の「４ 社

会全体で子どもを育みます」の解説

に示しています。頂いたご意見は、

今後の取組の参考にさせていただき

ます。 
１６４ ３ 教育

の方向性

４ 

・オール横浜という表現は反日思想の

押しつけであり反対である。 
参考 ○「オール横浜」は家庭、地域、関

係機関、企業等が連携・協働して子

どもを支えていくことを表したもの

です。なお、今後の教育施策を推進

していくうえで、市内の関係機関や

企業だけでなく、市外や国外の多様

な主体との連携が重要と考え、表現

を修正いたしました。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１６５ ３ 教育

の方向性

４ 

・特別支援学校において、医療職等が

安定して配置されるよう病院と連携し

た配置派遣システムを制度設計すべき

である。 

参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にさせていただきます。 

１６６ ３ 教育

の方向性

４ 

・「4.オール横浜で子どもを支えます」

ですがオール横浜を標榜するのであれ

ば、市として肢体不自由特別支援学校

を 5 校体制に拘ることなく学校を追加

してほしい。北綱島特別支援学校を閉

校すると、川崎市の中原養護学校が通

学先になる子どもがいる。県の設置義

務を理由に市外への長距離通学を必要

とする再編整備計画を強行するのであ

れば、オール横浜は取り下げてほしい。 

参考 ○頂いたご意見は今後の取組の参考

にさせていただきます。 

１６７ ３ 教育

の方向性

４ 

・医療的ケアが必要な子どもが一般学

級に通えるよう、学校と訪問看護ステ

ーションとの連携など、横浜独自のや

り方が確立できたらよい。施設面での

ハードルがなくなれば、肢体不自由児

が一般学級に通える可能性が高くな

り、それにより特別支援学校の過密も

解消される。特別支援学校と一般校の

児童生徒が交流が進むよう、教員の障

害に対する理解を深めることが重要で

ある。 

参考 ○多様な教育的ニーズに応じた教育

の推進は大変重要と考え、７頁「教

育の方向性」の「１ 子どもの可能

性を広げます」の解説に示していま

す。頂いたご意見は、今後の取組の

参考にさせていただきます。 

１６８ ３ 教育

の方向性

４ 

・通学路の安全を、車の問題ではなく

子どもたちのマナーの問題にしている

ことはいかがなものか。 

参考 ○登下校時の安全確保等に向け、市

長部局や関係機関等との連携強化は

大変重要と考え、９頁「教育の方向

性」の「４ 社会全体で子どもを育

みます」の解説に示しています。頂

いたご意見は、今後の取組の参考に

させていただきます。 
１６９ ３ 教育

の方向性

４ 

・横浜市において、少しでも早く高等

教育と医療費（乳幼児期～高等教育期）

の無償化を望む。 

参考 ○小児医療費の助成については、現

在小学６年生までを対象としており

ますが、平成31年度より中学３年生

までへと拡大する予定です。頂いた

ご意見は関係局と共有し、今後の取

組の参考にさせていただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１７０ ３ 教育

の方向性

４ 

・家庭に対する支援は良いですが、家

庭の中まで介入にならない自由さと、

肩身の狭い思いをしなくてもよい方法

で対応してほしい。社会福祉事務所と

の連携、保健所、児相、医療センター、

民間の不登校グループなどとの連携な

ど、役所自身も枠を超えた対応が、貧

困家庭の子どもの生活・教育、不登校

の子ども、引きこもりの青年を見逃さ

すことがなく、支える幅が広がると思

う。しかし、まだまだ学校（校長）が

壁を作って聞き取る力が弱い。 

参考 ○家庭教育の支援は、各家庭の自主

性を尊重して行うことを、９頁「教

育の方向性」の「４ 社会全体で子

どもを育みます」の解説に示してい

ます。また、学校だけでは解決が困

難な課題においては、学校と区役所、

児童相談所、地域療育センター等が

連携し、子どもを支えていきます。

頂いたご意見は今後の取組の参考に

させていただきます。 

１７１ ３ 教育

の方向性

４ 

・横浜教育ビジョン 2030 の中で関係

機関とは何を示しているのか。風土づ

くりという表現は時代にそぐわないの

ではないか。具体的な環境づくりとし

てユニバーサルデザインが必要。教育

委員会も子どもの理解を深めるべきで

ある。また、教科書採択の方法が不透

明。さらに教員に不断の努力を求めて

いるが、教員の負担問題等は教員の努

力の問題にすべきではない。 

参考 ○関係機関とは大学等の教育機関、

警察、医療機関や福祉施設等を想定

しています。「横浜教育ビジョン

2030」の実現に向けて、具体的な取

組については「教育振興基本計画」

に示してまいります。頂いたご意見

は、今後の取組の参考にさせていた

だきます。 

１７２ ３ 教育

の方向性

４ 

・横浜教育ビジョン 2030 の中で関係

機関とは何を示しているのか。風土づ

くりという表現は時代にそぐわないの

ではないか。具体的な環境づくりとし

てユニバーサルデザインが必要。教育

委員会も子どもの理解を深めるべきで

ある。また、教科書採択の方法が不透

明。さらに教員に不断の努力を求めて

いるが、教員の負担問題等は教員の努

力の問題にすべきではない。文化財の

保護、保全の実行。教文センターを返

してほしい。市民が身近な課題に気づ

き解決に向けて主体的に行動していけ

るよう活動と学びの循環を支援します

とあるが、課題は行政が対応してほし

い。家庭教育支援は具体的に何をやる

のか。とにかく具体的な内容を示して

ほしい。それができないのであれば次

長、部長、課長、係長は辞任する覚悟

でやってほしい。 

参考 ○関係機関とは大学等の教育機関、

警察、医療機関や福祉施設等を想定

しています。「横浜教育ビジョン

2030」の実現に向けて、具体的な取

組については「教育振興基本計画」

に示してまいります。教育センター

はこれからの横浜の教育を支える研

究・研修拠点として、新たな施設の

確保について検討を進めます。頂い

たご意見は、今後の取組の参考にさ

せていただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１７３ ３ 教育

の方向性 
４ 

・横浜教育ビジョン 2030 の中で関係

機関とは何を示しているのか。風土づ

くりという表現は時代にそぐわないの

ではないか。具体的な環境づくりとし

てユニバーサルデザインが必要。教育

委員会も子どもの理解を深めるべきで

ある。また、教科書採択の方法が不透

明。さらに教員に不断の努力を求めて

いるが、教員の負担問題等は教員の努

力の問題にすべきではない。文化財の

保護、保全の実行。教文センターを返

してほしい。市民が身近な課題に気づ

き解決に向けて主体的に行動していけ

るよう活動と学びの循環を支援します

とあるが、課題は行政が対応してほし

い。家庭教育支援は具体的に何をやる

のか。 

参考 ○関係機関とは大学等の教育機関、

警察、医療機関や福祉施設等を想定

しています。「横浜教育ビジョン

2030」の実現に向けて、具体的な取

組については、「横浜市教育振興基本

計画」に示してまいります。家庭教

育の支援は、保護者への学習の機会

及び情報の提供、保護者どうしのつ

ながりや地域との交流を促進するこ

となどを想定しています。教育セン

ターはこれからの横浜の教育を支え

る研究・研修拠点として、新たな施

設の確保について検討を進めます。

頂いたご意見は、今後の取組の参考

にさせていただきます。 

１７４ ３ 教育

の方向性 
４ 

・保護者に対して求めることが多すぎ

る。教員は、教師としての力のなさを

生徒や保護者のせいにしている。 

参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にさせていただきます。 

１７５ 横浜教育

ビジョン

2030 につ

いて 

・有識者からの助言を受けたとのこと

だが、偏りがなかったのか気になる。

このビジョンが教育現場に共有されれ

ば、現場の労働環境がさらに悪化する

のではないかと危惧する。経済・社会・

環境などをめぐる事態の深刻化への対

応は、多くの人々が関心を持って民主

主義の手法で解決するしかない。日本

は海外先進諸国に比べて特段に深刻な

政治・経済・財政・社会・環境への分

野の持続不可能に近いと危惧される状

況がある。人類には経験や歴史から学

ぶ知性や知恵によって社会の進化があ

った。憲法に基づいた民主主義の手法

で民主主義の実現のためにより多くの

人が参加し続けることが最も重要であ

る。教育の役割は社会生活に必要な知

識や体力の育成と社会の多方面に関心

を持って持続的・共生民主主義の実現

に資するものである必要がある。戦後

長い間、公教育は全く逆の教育であっ

たと思う。歴史から学ばないと同じ過

ちを繰り替えすことになる危機であ

る。以上のような内容をビジョンの問

題意識に加えてほしい。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」の検討

においては、横浜の子どもを育む

「知」「徳」「体」「公」「開」や教育

内容、学校の組織力向上、家庭・地

域・関係機関連携という視点を重視

し、各分野でご活躍されている方や

横浜の教育に関わりのある方を有識

者として選定しました。頂いたご意

見は今後の取組の参考にさせていた

だきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１７６ 横浜教育

ビジョン

2030 の推

進 

・市長部局の諸ビジョンと、どのよう

に内容をすり合わせているのか。 
参考 ○「横浜教育ビジョン2030」の検討

にあたっては、市長部局職員からも

幅広く意見を聞きながら進めてまい

りました。 

１７７ 横浜教育

ビジョン

2030 の推

進 

・具体的な取組を作成する際も市民意

見募集は実施するのか。その時期はい

つになるのか。意見はすべてネットで

公開してほしい。 

参考 ○具体的な取組を示す「横浜市教育

振興基本計画」については、市民の

皆様からもご意見をいただき、平成

30 年度に策定する予定です。頂いた

ご意見はホームページにて報告いた

します。 
１７８ 横浜教育

ビジョン

2030 の推

進 

・目標とするところはとてもすばらし

く、実現できたら、子どもにも親にも

やさしい教育環境になりそうだ。オー

ル横浜は連携に力を入れて実行できる

と良いが、横浜市という自治体はあま

りに大きく、各区の独自の特徴を活か

せる様にするべきである。中期学校経

営方針、横浜市立学校カリキュラム・

マネジメント要領については、「各学

校」の示すもの、拠りどころの「学校

単位」の方向性を要望する。教育委員

会の各学校への上から目線の発言は、

ビジョンの中味と逆方向に思える。学

校生活の中に、ゆとりある人間関係、

暖かみのある教師の言葉などがあれ

ば、授業で道徳を押しつけることなく

ても、社会性協調性はうまれると思う。 

参考 ○各学校は、「横浜教育ビジョン

2030」を踏まえ、子どもの発達段階

や学校、地域の状況に応じて学校基

本目標を設定します。頂いたご意見

は今後の取組の参考にさせていただ

きます。 

１７９ 横浜教育

ビジョン

2030 の推

進 

・「横浜市教育振興基本計画」がどのよ

うに作り上げられるのか、現在膨れ上

がっている教育課題を吸収してどのよ

うに構成を組み立てるのかが見えてこ

ない。タイムテーブルを出し具体性の

ある提案をしてほしい。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」の実現

に向け、「横浜市教育振興基本計画」

に具体的な施策・取組を示してまい

ります。「第３期横浜市教育振興基本

計画」は平成30年度に策定する予定

です。 

１８０ 横浜教育

ビジョン

2030 にお

いて重視

する点 

・出身や障害の有無などの「属性」に

よらず、個人として尊重されるという

理念に基づき教育が行われるべきであ

る。「インクルーシブ」という言葉を入

れてほしい。多様性を尊重し、横のつ

ながりを大切にしたインクルーシブな

「社会・教育」という表現はどうか。 

反映 ○頂いたご意見を踏まえ、インクル

ーシブという表現を、11 ページに盛

り込むことといたしました。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１８１ 横浜教育

ビジョン

2030 にお

いて重視

する点 

・グローバリゼーションとSDGｓの重

視は評価する。SDGｓの 17 の目標を

小中ともに教育課程で共有してほし

い。核兵器禁止条約の活動を推進して

いる ICANの活動も日本のNGOが推

進した点も包含してほしい。 

参考 ○新学習指導要領においてもSDGｓ

について触れており、本市において

も学習指導要領に基づき教育課程を

編成していきます。頂いたご意見は

今後の取組の参考にさせていただき

ます。 

１８２ 全体 ・誰が誰に向けて発信するビジョンな

のか、読んでもわからない。 
反映 ○「横浜教育ビジョン2030」は横浜

市教育委員会が策定し、学校、家庭、 
地域、関係機関、企業等子どもの成

長に関わる人に向けて発信します。

いただいたご意見を踏まえ、11 ペー

ジの「～ともに未来を創る～」の内

容に盛り込むこととしました。 

１８３ 全体 ・横浜の教育が育む力の５つの視点は

別々ではなく、一貫して進めていくこ

とが重要である。「横浜教育ビジョン

2030」の現場における具体策が見えな

い。 

賛同 ○五つの視点「知」「徳」「体」「公」

「開」は、相互に関連付けながらバ

ランスよく育んでいくことが大変重

要と考え、２頁の「横浜の教育が育

む力」にその旨を示しています。「横

浜教育ビジョン2030」の実現に向け

て、具体的な取組については、「横浜

市教育振興基本計画」に示してまい

ります。 

１８４ 全体 ・多様性を重視しているなら、特別支

援学校に通学する生徒像についても触

れてほしい。様々な教育的ニーズの部

分にもっと特別支援学校と一般校との

連携・協同・研究などが触れられても

良いのではないか。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」は全て

の学校種を対象としています。頂い

たご意見は、今後の取組の参考にさ

せていただきます。 

１８５ 全体 ・全体的に、この新しいビジョンは現

行ビジョンに比べて、児童主体という

ことが強調されていて、寄り添う姿が

連想できる。 

賛同 ○頂いたご意見を踏まえながら、今

後も教育施策を推進してまいりま

す。 

１８６ 全体 ・大変コンパクトに簡明にまとめられ

ており、この内容で横浜の教育が推進

されれば素晴らしい。だれも異論がな

いと思う。一方で現実には、いじめな

どの課題があるので、現実から出発す

べきである。 

賛同 ○「横浜教育ビジョン2030」の実現

に向け、課題にしっかり取り組みな

がら、教育施策を推進してまいりま

す。 

１８７ 全体 ・第１章、２章は素晴らしい。３章の

うち、学びと育ちの連続性のうち、高

校の差別化が進行している。各校の差

が顕著になっている現状はどのように

解決するのか。 

賛同 ○横浜市立高校は「魅力ある高校ガ

イドライン」に基づき、特色ある高

校教育を実践しています。頂いたご

意見は、今後の取組の参考にさせて

いただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１８８ 全体 ・ビジョン 2030 は特に問題のあるこ

とはない。 
賛同 ○頂いたご意見を踏まえながら、今

後も教育施策を推進してまいりま

す。 
１８９ 全体 ・普段、子どもと接する機会がない大

人にとっては、このビジョンを共有し

ても何をすればよいのか見えない。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」を、地

域や関係機関、企業等、子どもの成

長に関わる人と広く共有し、子ども

たちを育んでいきたいと考えていま

す。具体的な取組については、「横浜

市教育振興基本計画」に示してまい

ります。頂いたご意見は、今後の取

組の参考にさせていただきます。 

１９０ 全体 ・内容が具体的ではない。教員の負担

が増える。市教委の仕事は税金を無駄

にしている。 

参考 ○子どもたちを、学校、家庭、地域

等が連携・協働しながら育んでいけ

るよう、横浜の教育の理念や方向性

を明確にし、子どもの成長に関わる

人と広く共有したいと考え、策定し

ています。「横浜教育ビジョン2030」
の実現に向けて、具体的な取組につ

いては、「横浜市教育振興基本計画」

に示してまいります。 
１９１ 全体 ・今回の素案の中に「よりよい」と言

う言葉が多くみられるが、物事を決断

し、進めていく際には「良い」「悪い」

という指導も大切なのではないかと思

う。 

参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にさせていただきます。 

１９２ 全体 ・素案の内容は、現場の状況を見据え

ていない。各地域の状況が違う中で統

一的なことができるのか、どのような

形で教育者が実行していくのか、大い

に疑問に思う。受験のシステムが変わ

らない限り、ビジョンの実現はできな

いと思う。教育委員会はもっと現場を

見て、現状を知るべきである。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」の検討

にあたっては学校現場の意見を聞き

ながら進めてまいりました。各学校

は「横浜教育ビジョン2030」を踏ま

え、子どもの発達段階や、学校、地

域の状況に応じて学校教育目標を設

定します。頂いたご意見は、今後の

取組の参考にさせていただきます。 

１９３ 全体 ・具体策が盛り込まれていないので、

一から星槎大学とともに作り直してほ

しい。理念だけ掲げられては子どもが

かわいそうである。横浜市教育委員の

理念に沿って進めるのは非常に危険で

ある。発達障害児への支援は 2007 年

の支援法に沿ってやるよう、見直して

もらいたい。できないことがあっても、

もっとおおらかにしてほしい。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」の実現

に向け、具体的な取組については、

「横浜市教育振興基本計画」に示し

てまいります。頂いたご意見は、今

後の取組の参考にさせていただきま

す。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１９４ 全体 ・横浜教育委員会のビジョンなのか、

横浜市のビジョンなのか判然としな

い。表題の通り横浜教育のビジョンな

ら、首長の主張・方向性が示されるべ

きである。現状の問題と思われるポイ

ントを列挙し、改善するという総花的

な内容になっている。各問題に付いて

の改善には、全く具体性がみられない。

もっとメリハリをつけて提案すべきで

ある。教科書の問題について触れられ

ていないのも疑問。素案には常識的な

ポイントは含まれていると思うが、横

浜市のビジョンとして出すには情けな

い内容であると思う。公共心の記載は

不要。子どもに公共心を教え込む教育

にどんな意味があるのか、大人がよく

考えるべきである。 

参考 ○「横浜教育ビジョン」は横浜市教

育委員会が議会の議決を経て策定し

ます。29年11月の総合教育会議に

て、林市長と教育委員会が「横浜教

育ビジョン2030」素案（案）につい

て協議し、その内容を踏まえて素案

をとりまとめました。なお、「地方教

育行政の組織及び運営に関する法律

の一部を改正する法律」により、地

方公共団体の長は教育に関する大綱

を策定することとされています。横

浜市教育大綱はこちらのホームペー

ジからご覧いただけます。

http://www.city.yokohama.lg.jp/kyoi
ku/sougoukyouikukaigi/h27.html 
 
「横浜教育ビジョン2030」は横浜

市教育委員会が学校、家庭、地域等

が連携・協働しながら子どもたちを

育んでいけるように策定するもので

す。具体的な取組については「横浜

市教育振興基本計画」で示してまい

ります。頂いたご意見は今後の取組

の参考にさせていただきます。6 頁

「公 公共心と社会参画」の解説で

は、自ら考え行動し続ける態度など

育んでいくことを示しています。 

１９５ 全体 ・総花的な教育ビジョン策定はやめて

ほしい。福島原発事故から避難してき

た児童へのいじめ問題について、市教

委としての真摯な総括を行い、その中

から現場で生かすことを現場に提示す

るべきである。現行のビジョンを意識

した日々の教育を重ねている現場教員

がどのくらいいるのか。この教育ビジ

ョンのようなものを現場教職員は求め

ていない。 

参考 ○子どもたちを、学校、家庭、地域

等が連携・協働しながら育んでいけ

るよう、「横浜教育ビジョン 2030」
の目指す理念や方向性を明確にし、

子どもの成長に関わる人と広く共有

したいと考えます。「横浜教育ビジョ

ン」（平成18年策定）で示した「知」

「徳」「体」「公」「開」は、各学校の

教育目標や中期学校経営方針に明記

されるなど、教職員に広く浸透して

います。いじめに対する取組は不可

欠と考え、「教育の方向性」の「安心

して学べる学校」に示しております。

具体的な取組については、29 年に改

訂した「横浜市いじめ防止基本方針」

等を踏まえ、「横浜市教育振興基本計

画」に示してまいります。頂いたご

意見は、今後の取組の参考にさせて

いただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

１９６ 全体 ・参考資料を読むと対象は横浜市立の

小中学生のように読めたが、「生涯にわ

たり～」とあるので、横浜市民全員と

いうことなのかわからなかった。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」は、小・

中・高等学校段階の学校教育を中心

に、横浜の目指す人づくり等を示し

ていますが、生涯学習の推進や幼児

教育との連携についても関連性が高

いので記載しています。 

１９７ 全体 ・具体的な内容が書かれていないので

わからないが、学校は先生も生徒もや

ることがたくさんあり過ぎて大変だ。

余計なことは減らしていったらどう

か。 

参考 ○教職員の担うべき業務の精選につ

いては大変重要と考え、８頁「教育

の方向性」の「２ 魅力ある学校づ

くり」の解説に示しています。具体

的な取組については、「横浜市立学校

教職員の働き方改革プラン」に沿っ

て進めてまいります。頂いたご意見

は、今後の取組の参考にさせていた

だきます。 

１９８ 全体 ・項目はどれも、理念にも具体性にも

欠ける。「自ら」「主体的に」と子ども

に求める項目が多く見られるが、どう

したら子どもが主体的に考えるように

なるのか、それが浅くないか。「横浜を

愛し」なんて要らない。教育が子ども

に郷土愛を求めるのは誤りである。 

参考 ○７頁「教育の方向性」の「１ 子

どもの可能性を広げます」の解説に

おいて、子ども自身が興味を持って

積極的に学ぶことができるよう授業

改善を推進するとしています。具体

的な取組は、「横浜市教育振興基本計

画」及び「横浜市立学校カリキュラ

ム・マネジメント要領」に示します。 

１９９ 全体 ・全体的に具体的でないと感じる。精

神論で乗り切ろうという感じがする。

後から解釈でどうにでもなりそうで怖

い。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」の実現

に向け、具体的な取組については、

「横浜市教育振興基本計画」に示し

てまいります。 

２００ 全体 ・子どもたちは、横浜のために存在す

るのではない。そこの価値観が、他自

治体と大きく乖離しており、改めてほ

しい。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」におけ

る「人づくり」とは、人を予定され

た形に仕立てることではなく、「自ら

学び 社会とつながり ともに未来

を創る人」へと自ら成長していける

よう支えることと考えています。子

どもたちを、学校、家庭、地域等が

連携・協働しながら育んでいけるよ

う、「横浜教育ビジョン 2030」の目

指す理念や方向性を明確にし、子ど

もの成長に関わる人と広く共有した

いと考えます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

２０１ 全体 ・横浜の子どもたちの悩み、生きにく

さをどう受け止めて政策化しているの

か、疑問に感じた。18年策定のビジョ

ン以降、何が改善され、できていない

のは何か、原因はどこにあるのか、教

育委員会全体として、討議されたのか。

国の教育政策をトップダウン式に受け

止めているようでは、横浜らしい子ど

もたちの教育ビジョンは作れない。子

どもの権利条約、児童憲章の視点から、

横浜の子どもの今を見つめ、教育のど

こをどう変えていこうとしているの

か、きれいごとで済ませないビジョン

になるように期待する。行政としてで

きることは、数値目標にできる方針に

する必要がある。後ほど示される「横

浜市教育振興基本計画」にどうつなが

っていくのか、分かる内容にしてほし

い。 

参考 ○平成18年策定「横浜教育ビジョン」

の実現に向けて、具体的な施策や取

組を５か年計画として定め、５年ご

とに検証を行っています。「横浜教育

ビジョン推進プログラム（H18～
22）」「「横浜市教育振興基本計画」

（H22～26）」の検証結果はそれぞれ

ホームページに掲載しております。

「第２期 横浜市教育振興基本計画

（H26～H30）」については、毎年度

進捗管理を行っており、検証につい

ては、今後市会にて報告する予定で

す。「横浜教育ビジョン 2030」の実

現に向け、今後策定する「横浜市教

育振興基本計画」において、数値目

標等を設定し、取組を進めてまいり

ます。 

２０２ 全体 ・素案は全体的に良く整理され、分か

りやすい。今後、教育に対する一般人

の意見を聴取する仕組みを強化すべき

である。 

賛同 ○頂いたご意見を踏まえながら、今

後も教育施策を推進してまいりま

す。 

２０３ 全体 ・大分市の教育ビジョンは、社会の動

向に触れていたり、具体的な指標が記

載されているが、そのような良い点が

横浜教育ビジョンにはほぼない。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」の実現

に向け、具体的な取組等については、

「横浜市教育振興基本計画」に示し

てまいります。頂いたご意見は、今

後の取組の参考にさせていただきま

す。 

２０４ 全体 ・今回のビジョンに対する支持を得て、

環境整備や人材配置に予算が確保でき

るよう、「横浜教育ビジョン 2030」を

幅広く組織や個人に周知してほしい。 

賛同 ○効果的な周知方法を検討し、「横浜

教育ビジョン2030」の内容を広く発

信してまいります。 

２０５ 全体 ・この教育ビジョンと基本計画が理念

だけで、絵にかいた餅と言われ失敗に

終わらないように、現場の教師の意見

を積極的に反映させてほしい。 

賛同 ○「横浜教育ビジョン2030」の検討

にあたっては学校現場の意見を聞き

ながら進めてまいりました。今後も、

「横浜教育ビジョン2030」の実現に

向け、教職員とともに取り組んでま

いります。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

２０６ 全体 ・市民力に依存した内容であり、行政

の責任感が薄い。教師は授業運営能力

と生徒のケアに注力すべきであって、

学校内の事務作業、集金、雑務は事務

局部門を配置して業務管轄の整理と、

web出欠集計やweb掲示板、メール連

絡等効率を追求すべきである。また、

児童館、図書館等の教育資源がすくな

すぎる。教育充実市を謳うならもっと

拡充すべきである。性犯罪、セクハラ、

パワハラ、体罰を犯した教職員は教育

現場から永久的に排除すべきである。

謹慎期間を経たからといって、別の学

校に再配置するなどもってのほか。大

分市教育ビジョンを参考にするべきで

ある。 

参考 ○教職員の働き方改革については大

変重要と考え、８頁「教育の方向性」

の「２ 魅力ある学校づくり」の解

説に示しています。具体的な取組に

ついては、「横浜市立学校教職員の働

き方改革プラン」に沿って進めてま

いります。頂いたご意見は、今後の

取組の参考にさせていただきます。 

２０７ 全体 ・大分市の教育ビジョンは、社会の動

向に触れていたり、具体的な指標が記

載されているが、そのような良い点が

横浜教育ビジョンにはほぼない。横浜

市に足りないものは何か、横浜市教育

委員会全職員が把握してほしい。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」の実現

に向け、具体的な取組については、

「横浜市教育振興基本計画」に示し

てまいります。頂いたご意見は、今

後の取組の参考にさせていただきま

す。 

２０８ 全体 ・もっと充実した具体的な内容を求め

る。それが出来ないのであれば、次長、

部長、課長、係長は辞任するくらいの

覚悟でやってほしい。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」の実現

に向け、具体的な取組については、

「横浜市教育振興基本計画」に示し

てまいります。 

２０９ その他 ・教科書採択に現場の教員の意見を反

映できるようにしてほしい。 
参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にさせていただきます。 

２１０ その他 ・教科書採択に現場の教員の意見を反

映できるようにしてほしい。 
参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にさせていただきます。 

２１１ その他 ・教育文化センターは、子どもたちや

教員たちには必要な場所である。売却

せずに残してほしい。 

参考 ○教育文化センター跡地について

は、「横浜市現市庁舎街区等活用事業

実施方針」により民間事業者に売却

する方針が決定し、手続きが進めら

れています。教育センターはこれか

らの横浜の教育を支える研究・研修

拠点として、新たな施設の確保につ

いて検討を進めます。 
頂いたご意見は、今後の取組の参考

にさせていただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

２１２ その他 ・教育文化センターを売却しないでほ

しい。売却するなら代替施設を用意す

べきである。 

参考 ○教育文化センター跡地について

は、「横浜市現市庁舎街区等活用事業

実施方針」により民間事業者に売却

する方針が決定し、手続きが進めら

れています。教育センターはこれか

らの横浜の教育を支える研究・研修

拠点として、新たな施設の確保につ

いて検討を進めます。 
頂いたご意見は、今後の取組の参考

にさせていただきます。 

２１３ その他 ・一番の問題は市教委が失っている誠

実で正義のある仕事をすることであ

る。教育長が辞せず教育委員会のトッ

プにいることは、横浜の公立校にだけ

は通わせたくないと思わせる。また、

子どもを持つ親にとって、カジノ誘致

に積極的である地域に居住することは

不安である。横浜市は以前から子育て

支援が薄かったが、今後は子育て世代

の市外転出がさらに増加するものと思

われる。保育園や学校に放射性汚染土

を埋没していたが、安全というなら、

その学校に通っていた子どもの一生を

追跡調査し、将来健康な子どもを持て

るのか確認すべきである。「知 基礎・

基本を身に付け、自ら問題を発見し、

よりよく解決する力」「公 自分の役割

や働くことの意義を理解し、行動する

力」が全くない市教委からこれを押し

付けられる子どもは不幸である。以上

の内容から横浜市で子育てをしたくな

い。「公」や「開」の内容を市教委の仕

事に反映することが子どもの命を守る

ことになる。市民の意見を聞き入れ、

行政としての責務を果たす市教委にな

ってほしい。他自治体、海外を含め良

い事例は積極的に取り入れ、横浜市の

人口を減らそうとする方針を変えてほ

しい。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」の実現

に向けて取り組むことが、教育委員

会の重要な役割と考えております。

頂いたご意見は、今後の取組の参考

にさせていただきます。 

２１４ その他 ・小中学校は基本となることをしっか

りやってほしい。技術員が一人で掃除

をするのはおかしい。また、地域と連

携している学校が横浜は少ない。三現

主義（現場・現物・現実）が大切であ

り、教育の一番の改革は現場を見て連

携することである。 

参考 ○学校と地域の連携は大変重要と考

え、８頁「教育の方向性」の「２ 魅

力ある学校つくります」の解説に示

しています。頂いたご意見は、今後

の取組の参考にさせていただきま

す。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

２１５ その他 ・教育委員会の失態を見てきた。林市

長に多大な責任がある。教育委員会は

悪しき制度等を見直し、子どものため

に生まれ変わってほしい。まずビジョ

ンの前に、教育文化センターを横浜市

で作ることを決めてからやってほし

い。 

参考 ○「横浜教育ビジョン2030」の実現

に向けて、教育委員会として、しっ

かり取り組んでまいります。教育セ

ンターはこれからの横浜の教育を支

える研究・研修拠点として、新たな

施設の確保について検討を進めま

す。頂いたご意見は、今後の取組の

参考にさせていただきます。 
２１６ その他 ・「先生は忙しい」を理由に、生徒がけ

がをしても、いじめにあっても放置し

ている。他の生徒の口封じをする。宿

題を減らし、子どもの自主性を尊重し

てほしい。道徳教育や英語教育ではな

く、作文に力をいれてほしい。教員の

生徒への接し方に疑問がある。セクハ

ラはもってのほかである。 

参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にさせていただきます。 

２１７ その他 ・部活動について、大会で優勝するこ

とを目指し、無理な練習をさせてけが

をさせないでほしい。学力をしっかり

つけてほしい。 

参考 ○部活動につきましては、平成30年

度より、各学校で部活動休養日を設

定していきます。頂いたご意見は、

今後の取組の参考にさせていただき

ます。 
２１８ その他 岡田教育長に、「横浜市の教育長のあり

方」という題で作文を書いて発表して

もらいたい。 

そ の

他 
○「横浜教育ビジョン2030」の実現

に向けて、教育委員会として、しっ

かり取り組んでまいります。 

２１９ その他 ・ハマ弁をなぜ始めたのか説明してほ

しい。お弁当を持ってこられない生徒

の救済を早くやってほしい。小学校給

食の充実も求める。 

参考 ○早期に全校で実施ができること

や、施設整備費が大幅に抑えられる

こと、中学校の日課への影響を最小

限に抑えられることなどを検討し、

実施可能な方法として選択できる環

境を整えるためにハマ弁を実施して

います。また、生活環境により昼食

の用意が困難な生徒に対し、ハマ弁

を無償提供する支援を実施していま

す。 
○小学校給食につきましては、横浜

市学校保健審議会における「横浜市

として望ましい給食のあり方」の答

申（平成29年11月24日）を受け、

栄養価が充実し、食材や品数が豊富

で、子どもたちが楽しみ、おいしく

味わい、健やかに成長できるような

給食となるよう、今後も、給食の充

実に努めてまいります。 
２２０ その他 ・福島原発いじめの真相解明はいつま

でかかるのか。 
参考 ○29 年３月にいじめ重大事態に関す

る再発防止検討委員会報告書をまと

め、再発防止に取り組んでいるとこ

ろです。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

２２１ その他 ・公立高校を減らさないでほしい。ま

た、定時制高校だけに冷房設備がつい

ていないのはなぜか。 

参考 ○横浜市立高校については現在閉校

する予定はありません。また、定時

制高校については、全日制高校と同

一の校舎を使用しているため、施設

整備の状況も全日制高校と同様で

す。普通教室についてはすでに空調

の整備が完了しており、特別教室に

ついては現在順次整備しておりま

す。 
２２２ その他 ・去年、道徳教科書採択の傍聴に行き、

抽選で外れた。広い会場で抽選会をす

るなら、そのままそこで採択をすれば

よい。こっそり決めてしまいたいのか

と疑問を感じた。また会議の様子を中

継で聞いたが、教育委員会の意見がお

そまつ。現場の教師に閲覧させて意見

を反映したようにも思えなかった。も

っと現場や市民の意見も取り入れるべ

きである。無記名投票はやめるべきで

ある。 

参考 ○頂いたご意見は今後の取組の参考

にさせていただきます。 

２２３ その他 ・今年度の道徳教科書採択を含め、原

発いじめの対応を見ていてもトップと

現場の意見が乖離しているように感じ

る。現場主義であるなら、いじめ、不

登校、発達障害のエキスパートである

NPO の方々を教育委員会にいれては

どうか？今のメンバーだと子どもから

遠すぎる。 

参考 ○頂いたご意見は今後の取組の参考

にさせていただきます。 

２２４ その他 ・育鵬社の教科書を使うことを止めて

ほしい。子どもに公平な学びを与えて

ほしい。あの教科書が恥ずかしいと思

わないようなら、教育委員の資格は無

いと思う。 

参考 ○頂いたご意見は今後の取組の参考

にさせていただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

２２５ その他 ・学校司書の導入から 5 年が経ち、課

題もある。待遇が悪いために、経験を

積んだ司書が他の図書館へ巣立ってい

ってしまう。優秀な司書が継続して横

浜市の子ども達と接して行けるシステ

ム構築が必要と考える。改善案１．学

校司書に交通費を支給する。２．司書

資格を有し司書経験 1 年以上の者で希

望するものは、嘱託職員の採用試験を

受けることができる。３．嘱託職員の

司書が学校司書研修の企画実施も担

う。メリット①辞職・転職する司書が

半減する。②ステップアップの道が拓

かれること、評価されることでやりが

いが増し、広い視野をもつことで、よ

り質の高い学校司書業務へと結びつ

く。③教育委員会事務局の負担が大幅

に軽減され、そのコストが削減される。 

参考 ○頂いたご意見は今後の取組の参考

にさせていただきます。 

２２６ その他 ・横浜市の教育予算は確か全国ワース

ト２で政令指定都市では最下位に近か

ったのではないか。学校給食について、

小学校給食は家庭負担で値上げする一

方で、喫食率が１％に満たないハマ弁

にさらに税金を使って値下げとは、本

当におかしいと思う。昼食時間が 15
分しかないため、ハマ弁は頼みたくて

も利用できない。 

参考 ○現在、中学校昼食は、ライフスタ

イルに合わせて「ハマ弁」「家庭弁当」

「業者弁当」の３つから等しく選べ

る「選択制」の充実に取り組んでい

ます。その中でも「ハマ弁」をより

利用しやすくするために、価格の見

直しを進めています。頂いたご意見

は今後の参考にさせていただきま

す。 

２２７ その他 ・昨年夏の市長選で林市長の政治協定

の中に教科書採択が入っていることを

東京新聞で報じられた。子どもが学ぶ

教科書を教育的視点ではなく政治協定

で選ぶとは残念としかいいようがな

い。横浜市が全国で６％しかシェアが

ない育鵬社を採択しつづけている理由

はここにあることは明白である。全国

的にシェアの高い帝国書院、東京書籍

を採択するべきである。採択時に「無

記名投票」を委員の方から言い出すの

は無責任すぎる。「無記名投票」が横浜

市の教育を物語っている。 

参考 ○頂いたご意見は今後の参考にさせ

ていただきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

２２８ その他 ・横浜市立高等学校はかなりよい実績

をあげている数校だと思う。横浜サイ

エンスフロンティア高校、南高校は一

貫化によってますます実績を上げる学

校と期待する。横浜市立南高等学校附

属中学校が市外枠を 3 割取るのはおか

しい。横浜市民のみの受験にするべき

である。 

参考 ○頂いたご意見は今後の参考にさせ

ていただきます。 

２２９ その他 ・教科書の選択は、一部の人の意見で

進めるのでなく、現場の教師の意見を

公平にとりいれてほしい。 

参考 ○頂いたご意見は今後の取組の参考

にさせていただきます。 

２３０ その他 ・IT 化に向けて各校複数名の IT 担当

者を採用してほしい。 
参考 ○頂いたご意見は今後の取組の参考

にさせていただきます。 

２３１ その他 ・学校図書館には、司書の先生が入っ

たおかげで、図書館が随分と明るく変

わった。ボランティアにとっても本当

にありがたかった。待遇改善を検討し

てほしい。 

参考 ○頂いたご意見は今後の取組の参考

にさせていただきます。 

２３２ その他 ・すべての小中学校に学校司書が配置

されてから、学校図書館が目覚ましく

変わってきていることは大変嬉しく、

今後もおおいに期待をしている。学校

司書の待遇の改善や有資格者の採用も

検討してほしい。また、市立高校の学

校司書を正規職員に戻してほしい。 

参考 ○頂いたご意見は今後の取組の参考

にさせていただきます。 

２３３ その他 ・教育文化センターを適切な改修をせ

ず放置して長年子どもたちを危険にさ

らし、東日本大震災（2011）で完全に

使えなくなってからはセンターなしで

学校や子どもたちに不便を強いながら

対策を施さず放置している。さらには、

再開発に応じるように 1 等地を民間に

売却してしまおうとする。足元の問題

を解決できない横浜市教育委員会は、

すべていったん白紙にしたほうが良

い。 

参考 ○教育文化センター跡地について

は、「横浜市現市庁舎街区等活用事業

実施方針」により民間事業者に売却

する方針が決定し、手続きが進めら

れています。教育センターはこれか

らの横浜の教育を支える研究・研修

拠点として、新たな施設の確保につ

いて検討を進めます。頂いたご意見

は、今後の取組の参考にさせていた

だきます。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

２３４ その他 ・小学校給食の値上げについて、野菜

の高騰等の理由は致し方ないが、600
円というのはいきなり過ぎないか。も

っと段階を経て、調整しながら行われ

るべきである。他方、利用率が0.1%の

ハマ弁は値下げするとのことだが、市

民が求めているのは、値下げという安

易な改善ではなく、給食の実施である。

やっつけ仕事のように行っていること

に憤りを感じている。 

参考 ○市の小学校給食の給食費につきま

しては、平成21年に値上げしてから

これまで、食材価格が徐々に値上が

りする中で、献立の工夫や食材購入

費を抑える努力で値上げせずに対応

してまいりました。平成26年に食材

価格が急騰し、その際も値上げを検

討いたしましたが、保護者の皆様の

負担を上げないように、横浜市学校

給食費調整基金からの補てんを行い

値上げをせずに対応いたしました。

しかし、基金も底をつく見込みのた

め、今後さらなる補てんは難しい状

況です。なお、600 円の値上げ額に

つきましては、横浜市学校保健審議

会に横浜市として望ましい給食のあ

り方について諮問を行ったところ、

平成26年度の献立が横浜市として望

ましい献立の水準であるとする答申

をいただきました。これを踏まえ、

平成26年度の献立に水準を戻すと、

月額 600 円が必要になるものです。

保護者の皆様には、ご負担をお願い

することになりますが、ご理解を賜

りたいと考えています。市の中学校

昼食につきましては、早期に全校で

実施ができることや、施設整備費が

大幅に抑えられること、中学校の日

課への影響を最小限に抑えられるこ

となどを検討した結果、ライフスタ

イルや日々の都合に合わせてハマ

弁、家庭弁当、業者弁当を選択でき

る仕組として実施しています。「ハマ

弁」をより選択しやすいものとする

ため、価格の引下げを予定していま

す。 

２３５ その他 ・岡田教育長、指導部長(※昨年度)の
異動を強く求めます。福島原発いじめ

で、相手の生徒がおごってもらったと

いう以上、いじめではないと言い、加

害者を擁護した。対策が何もなく、感

想を言っているだけである。教育長と

して恥ずかしい。反対意見は無視、あ

るいはけんかを売っているようであ

る。指導部長（※昨年度）については、

冷たく、相談もできない。何を言って

も受け付けない。 

そ の

他 
○「横浜教育ビジョン2030」の実現

に向けて、教育委員会として、しっ

かり取り組んでまいります。 
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№ 項目 頂いたご意見（概要） 対応 

状況 

ご意見に対する考え方 

２３６ その他 ・教育文化センターを売却すると聞い

たが、横浜市の学校の催し物を他の市

の施設に借りに行くということは、先

生たちの負担はもちろん、他の市の学

校の生徒にもしわよせがいく。市民や

校長先生たちの要望を大切にして大都

市の横浜としての自覚を持ってほし

い。カジノを作る税金があるなら、子

どもたちのために、教育文化センター

に市民の税金を使うべきである。 

参考 ○教育センターはこれからの横浜の

教育を支える研究・研修拠点として、

新たな施設の確保について検討を進

めます。頂いたご意見は、今後の取

組の参考にさせていただきます。 

２３７ その他 ・教科書採択などで教員・学校の意見

を尊重すべきである。教科書採択の審

議が不透明である。 

参考 ○頂いたご意見は、今後の取組の参

考にさせていただきます。 

２３８ その他 ・教育文化センターを売却すると聞い

たが、横浜市の学校の催し物を他の市

の施設に借りに行くということは、先

生たちの負担はもちろん、他の市の学

校の生徒にもしわよせがいく。市民や

校長先生たちの要望を大切にして 300
万人都市の横浜としての自覚を持って

ほしい。カジノを作る税金があるなら、

子どもたちのために、教育文化センタ

ーに市民の税金を使うべきである。 

参考 ○教育センターはこれからの横浜の

教育を支える研究・研修拠点として、

新たな施設の確保について検討を進

めます。頂いたご意見は、今後の取

組の参考にさせていただきます。 

２３９ その他 ・小中学生の暴力行為が、全国的に発

生率として高いのは、どこに原因を求

めているのか。小学 4 年生くらいから

急増していることと逆に中学生になり

減っているのは、子ども関連機関の対

応の問題か。子どもの意識状況をもっ

と深層的に追究する必要があると思

う。 

参考 ○小学校では、繰り返し暴力行為を

起こす児童が増加しています。児童

の状況、背景を理解し、個に応じた

指導に一層取り組むとともに、関係

機関との連携を強化してまいりま

す。中学校での減少は「社会で許さ

れないことは学校でも許されない」

という毅然とした組織的対応を行な

い、関係機関との連携や、再発防止

の取組が定着した結果だと考えられ

ます。小中の連携を強化し、児童生

徒理解に基づく個に応じた適切な対

応を行うことにより、暴力行為の減

少に努めてまいります。頂いたご意

見は、今後の取組の参考にさせてい

ただきます。 
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■ 素案からの修正箇所 

№ 頁 項目 素案（修正前） 案（修正後） 修正理由 

１ ３ 

 

３ 横浜の教育

の方向性 

２魅力ある学

校をつくり

ます 

○地域資源を 

活かした学校 

 

地域資源を活

か し な が ら 、

「社会に開か

れた教育課程」

を実現します。 

○社会とつな

がる学校 

 

地域や社会と

目標を共有し、

連携・協働する

ことを通して、

子どもと社会

がつながる学

校をつくりま

す。 

○パブリックコメントご意見を反映。 

【意見１】 

「地域資源を活かした学校」のタイト

ルのもとに「社会に開かれた教育課程

を実現する」というのは、「社会に開

かれた教育課程」を狭義に解釈してい

るように見える。より良い社会をつく

るという目標を社会と学校が共有す

ることや求められる資質や能力を教

育課程で明確化することも含めて、

「社会に開かれた教育課程」という言

葉を使うべきである。 

【意見２】 

目指す人づくりや教育の方向性に「つ

ながり」という言葉が使われており、

つながりに必要な方法論は多角的に

提示されているが、子どもたちのつな

がりをどのように育てるのか読み解

けなかった。 

【意見３】 

学校、家庭、地域等との連携・協働の

機能強化が重要である。また、地域に

協力してほしいことを教員から発信

することを明記すべきである。 

【意見４】 

私ども地域の人の活用を強化すべき

である。また、地域に対しても学校と

の連携強化を指導することを明記し

てほしい。 

２ ３ ３ 横浜の教育

の方向性 

 ３豊かな教育

環境を整え

ます 

○地域ととも

にある学校 
 

 

地域とともに 

歩む学校 

 

 

３ ３ ３ 横浜の教育

の方向性 

４ オール横浜

で子どもを支

えます 
 

○多様な主体

との連携・協働 
 

学校、家庭、地

域、関係機関、

企 業 等 が 連

携・協働し、子

どもの成長を

支えます。 

４ 社会全体で

子どもを育み

ます 
 

○多様な主体

との連携・協働 
 

学校、家庭、地

域をはじめ、国

内外の様々な

関係機関や企

業等が連携・協

働し、子どもを

育みます。 

○パブリックコメントご意見を反映。 

【意見１】 

世界中の学校で世界中の子どもたち

が学んでいる。また、世界中で教育研

究が進められている。ぜひ世界中のさ

まざまな人・場所・コトとつながって

学校教育を、また教育研究を進めてほ

しい。横浜なんだから、大きく、ひろ

がりのあることをぜひ。 

 

 

別紙 ３ 
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■ 参考資料修正箇所  

№ 頁 項目 素案（修正前） 案（修正後） 修正理由 

１ ５ ２ 横浜の教育

が育む力 

体 健やかな体 

 

○体力づくりを

通じ、心身とも

にたくましく生

きる力 

 

○生涯にわたっ

て運動やスポー

ツに親しむ態度 

運動やスポーツに

は、粘り強くあき

らめないで取り組

み、目標を達成す

る喜びがありま

す。また、それぞ

れの興味関心に応

じて親しむこと

で、生活をより豊

かに送ることがで

きます。「ラグビー

ワールドカップ

2019
TM

」「東京 2020

オリンピック・パ

ラリンピック競技

大会」の経験を踏

まえ、子どもの運

動やスポーツに対

する関心を高め、

障害の有無を問わ

ず、生涯にわたっ

て運動やスポーツ

を「する、みる、

支える、知る」と

多様な関わり方で

親しむ態度を育み

ます。 

一人ひとりの興

味関心に応じて

運動やスポーツ

に 親 し む こ と

は、生活をより

豊かに送ること

に つ な が り ま

す。「ラグビーワ

ー ル ド カ ッ プ

2019
TM

」「東京 2020

オリンピック・

パラリンピック

競技大会」の経

験を踏まえ、関

係機関や企業等

と連携した取組

を通して、運動

やスポーツに対

す る 関 心 を 高

め、生涯にわた

って運動やスポ

ーツを「する、

みる、支える、

知る」の多様な

関わり方で親し

む態度を育みま

す。 

○パブリックコメントご意見を反

映。【意見１】 

「生涯にわたって運動やスポーツ

に親しむ態度」という表現だと、

そのような心構えを育んでいくと

いうメッセージに受け取れる。し

かし、運動やスポーツに親しめな

い人に運動やスポーツに親しみま

しょうと言っても押し付けになっ

てしまい、反発されてしまうと思

う。大切なことは学校教育を通し

て、子どもたちが社会に出てから

も運動やスポーツを続けたいと思

えるよう、運動やスポーツに内在

する楽しさ知ること、運動やスポ

ーツを行うための基礎的な動きを

獲得することだと思う。学校教育

で「親しむ」ことを教えるのでな

く、「親しむ」ことができる素養が

育まれるよう、検討してほしい。 
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№ 頁 項目 素案（修正前） 案（修正後） 修正理由 

２ 11 横浜教育ビジョ 

ン2030において 

重視する点 

さらに、横浜の全

ての子どもが、健

やかに成長し、豊

かに生きるととも

に社会と連携・協

働しながら未来の

創り手としていき

いきと活躍できる

よう、「横浜教育ビ

ジョン 2030」を

子どもの成長に関

わる人（学校、家

庭、地域、関係機

関、企業等）と共

有し、連携・協働

しながら子どもを

育みます。 

～ともに未来を

創る～ 

 

大きく変化する

時代を見据え、

「横浜教育ビジ

ョン 2030」は、

「自ら学び 社

会 と つ な が り 

ともに未来を創

る人」の育成を

目指します。こ

のビジョンを、

子どもの成長に

関わる人（学校、

家庭、地域、関

係機関、企業等）

で広く共有し、

社会全体で子ど

もたちを育み、

ともに未来を創

っていきましょ

う。 

パブリックコメントご意見を反映。 

【意見１】 

誰が誰に向けて発信するビジョン

なのか、読んでもわからない。 

３ 11 横浜教育ビジョ 

ン2030において 

重視する点 

また、「持続可能な

開発目標（SDGs）」

の達成を目指し、

世界中の人々が取

組を進める中、子

ども一人ひとりが

地域や社会の将来

を自分の課題とし

て捉え、持続可能

な社会の実現に向

けて、自分たちが

できることを考

え、多様な人々と

協働し、実践する

ことも重要です。 

～ともに未来を

創る～ 

 

また、「持続可能

な 開 発 目 標

（SDGs）」の達成

を目指し、世界

中の人々が取組

を 進 め て い ま

す。地域や社会

の将来を自分事

と捉え、誰もが

自分らしく活躍

できるというイ

ンクルーシブな

視点をもって、

多様な人々と協

働し、共生する

力を育むことも

重要です。 

○パブリックコメントご意見を反

映。【意見１】 

出身や障害の有無などの「属性」

によらず、個人として尊重される

という理念に基づき教育が行われ

るべきである。「インクルーシブ」

という言葉を入れてほしい。多様

性を尊重し、横のつながりを大切

にしたインクルーシブな「社会・

教育」という表現はどうか。 
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「横浜教育ビジョン」の振り返り 

 

 

 横浜市教育委員会では、2004（平成 16）年に横浜教育改革会議を設置し、教育基本法改正や学

習指導要領改訂に先駆けて、横浜における教育のあり方と改革の方向性について検討を行い、

2006（平成 18）年に「横浜教育ビジョン」を策定しました。 

 策定から 10年が経過し、新しいビジョン（横浜教育ビジョン 2030）の策定に際し、「横浜教育

ビジョン」が果たしてきた役割を振り返りました。 

１  横浜の教育の羅針盤 

「横浜教育ビジョン」の理念の実現に向け、長期的な視点をもって「横浜教育ビジョン推進 

プログラム」「横浜市教育振興基本計画」を策定し、取組を推進することができました。 

「横浜教育ビジョン 2030」は、「横浜教育ビジョン」を礎とし、複雑で変化の激しい時代を 

見据え、社会の変化や新学習指導要領の考え方等を踏まえることが重要です。 

２ 目指す方向性の共有 

横浜が目指す「人づくり」の視点として「知」「徳」「体」「公」「開」を示したことにより、 

学校ではその視点に沿った学校教育目標や「中期学校経営方針」を策定し、教育活動を展開す 

ることができました。 

「横浜教育ビジョン 2030」のもと、目指すべき姿や育成すべき力を子どもの成長に関わる人 

（学校、家庭、地域、関係機関、企業等）と共有し、連携・協働しながら社会全体で子どもを

育むことが重要です。 

３ 子どもの力と可能性 

「横浜型小中一貫教育」の推進や「横浜版学習指導要領」の策定により、小中学校の連携の 

強化が進み、子どもの学力の向上や他者を思いやる心の醸成等につながりました。 

「横浜教育ビジョン 2030」のもと、子どもの可能性を広げるため、主体的な学びや創造的な

学びを推進していくことが重要です。 

４ 教師力と学校の組織力 

国のモデルとなった「教員のキャリアステージにおける人材育成指標」に沿った研修の推進 

や児童支援専任教諭の小学校全校配置等により、教師力と学校の組織的な対応力が向上しまし 

た。 

「横浜教育ビジョン 2030」のもと、子どもが安心して学ぶことができ、教職員がいきいきと

働くことができる学校をつくることが重要です。 

５ 自主的・自律的な学校経営 

「学校を開く」視点による学校運営協議会の設置校拡大や、教育行政が「現場主義」に徹す 

る視点による学校教育事務所の支援等により、自主的・自律的な学校経営を進めることができ 

ました。 

「横浜教育ビジョン 2030」を踏まえ、各学校は学校教育目標を地域や社会と共有し、連携・

協働につなげ、教育委員会は学校の実態を踏まえた支援を行っていくことが重要です。 

別紙  4
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１ 教育の使命と横浜の教育が目指すもの 

［１］教育の使命 

  

 

    

 

 

 
 
 
 
 
［２］横浜が目指す「人づくり」と学校教育において身に付ける力 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
［３］「教育のまち・横浜」宣言  

  

  
 

□子どもたちの確かな学力と豊かな心、健やかな体を育むことで、人格の完成を目指し、社会を担
う者としての資質を身に付けた「市民」を育成すること。 

□先人が築き上げたものを大切にしつつ新たな挑戦をしていく姿勢、自らが幸せに生きるとともに
他者の幸せにも寄与しようとする姿勢を育むこと。 

  

□「市民力・創造力」を兼ね備えた未来を担う『市民』の育成を掲げ、「知」「徳」「体」「公」「開」
の視点から、次の３つの力を引き出し、「自ら考え、判断・行動し、激動の時代を生き抜く総合的
な力」を身に付ける。  
・学ぶ楽しさと創り出す喜びを原動力に、夢や希望に向けて努力する力 
・お互いの違いを認識したうえで、協働・共生する力 
・進取の精神と多様性を認める柔軟さをもち、変化する社会を生き抜く力 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 

「市民力（社会の一員としての責任感、公共心、他者との協働・共生等）」、「創造力（進取の精神、多様
性を認める柔軟さ、時代の変化への対応等）」の理念はこれからの時代でも不易なもの 
 ➡「横浜教育ビジョン 2030」では、「市民力・創造力」の理念を尊重しつつ、社会の変化や新学習指導要領

の考え方を踏まえたものにしていくことが重要。 
「知」「徳」「体」「公」「開」の理念は学校現場に広く浸透した 

➡「知」「徳」「体」「公」「開」を活かし、新学習指導要領の考え方を踏まえ、キーワードとして改めて
打ち出す。 

□「教育のまち・横浜」を目指すことを宣言し、まち全体で横浜の子どもを育み、横浜らしい人づ
くりを推進。 

   
 

 

「教育のまち・横浜」宣言に係る取組の更なる浸透を目指して 
➡宣言については子どもの成長に関わる人（学校、家庭、地域、関係機関等）に浸透しなかったが、オール
横浜で育むことは推進された。今後もさらに社会全体で連携・協働しながら子どもを育むことが重要。 

教育が担う不易の「使命」に加え、複雑で変化の激しい時代への対応 
➡解が一つではない課題にも柔軟に向き合い、持続可能な社会の実現に向け、自分たちができることを考え、
他者と協働し解決していくことが重要。主体的に考え学び続け、個性や能力を活かしながら、夢や目標に
向かってチャレンジし、より良い社会や新たな価値を創造できる人を育むことが重要。 

「知」「徳」「体」「公」「開」の視点から見た横浜の子どもの変容 （□成果・☆今後に向けて） 
 
【知】幅広い知識と教養 

○学校での勉強が好きと答える子ども、困難なことにも挑戦する子どもが増加。 
☆多様化、複雑化する社会を生き抜くために必要な力を育む上でも、自ら課題を設定し、その解決に向け
て様々な角度から考えることが大切。そのため、互いの意見を交換し合うなどの授業改善が必要。 

【徳】豊かな情操と道徳心 
○他者を思いやる心や礼儀や規律を重んじる態度が醸成。 
☆「自分には良いところがある」と答えた横浜市の子どもの割合は、全国より低い状況。自分をかけがえ
のない存在として大切にする心や、変化に柔軟に対応することができるような力を育むことが重要。 

【体】健やかな体 
  ○運動やスポーツをすることが好きと答える子どもの割合がわずかに増加。また、食生活をはじめとし、

生活習慣の基礎が育成。 
  ☆横浜市の子どもの体力は、全国平均に比べると低い状況。体を動かすことの楽しさや心地よさを味わえ

るような取組を進めることが大切。 
【公】公共心と社会参画意識 
  ○横浜を愛し、社会的な自立に向け、社会に貢献しようとする態度の醸成。 
  ☆将来の夢や目標をもつ子どもや、地域等でのボランティア活動への参加経験は全国より低い。学校での

学びと社会とを関連付け、地域や社会がよりよくなるために自分ができることを考え、他者と協働しな
がら課題解決を図る機会を設けることが大切。  

【開】国際社会に寄与する開かれた心 
  ○異文化に対する関心が高まり、共生の意識の醸成。 
  ☆価値観や背景の異なる相手ともコミュニケーションをとりながら、グローバルな視野で持続可能な社会

の実現に向けて行動できることや、新たな価値を創造しようとする態度の育成が重要。 
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２ ５つの目標と７つの基本的方針 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  
 

 

 
 
 
 
 
 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈主な取組〉 
□学校教育事務所の開設（市内４か所） 

□学校担当指導主事による学校訪問の充実 

□学校教育事務所における教職員研修、「授

業改善支援センター」での「授業づくり相

談」の実施 

〈○成果・☆今後に向けて〉 
○各学校の実情を踏まえた迅速かつきめ細かな支援の実施 
☆学校が抱えるいじめ等の問題に対し、より迅速、的確に支援

できる教育委員会事務局、学校教育事務所の体制整備 
☆教育委員会事務局内での一層の連携強化、業務分担の見直し 

目標５ 教育行政は現場主義に徹します 

方針７ 教育行政は“現場主義”で保護者・地域の期待に応えます 
 

〈主な取組〉 
□「横浜版学習指導要領」の策定 

□「横浜型小中一貫教育」の推進 

□「横浜市子ども学力向上プログラム」 

「『豊かな心の育成』推進プログラム」 

「横浜市子どもの体力向上プログラム」 

の策定と各校での取組推進 

□小学校１年生からの外国語活動の推進 

□図書館教育の推進（学校司書の全校配置） 

〈○成果・☆今後に向けて〉 
○「全国学力・学習状況調査」で、ほぼ全ての項目で全国平均

を上回る 
○小中学校の連携強化（「学力観」「指導観」等の共有） 
☆複雑で変化の激しい時代において求められる資質･能力の育

成と、その獲得に向けた授業改善 
☆小中９年間を通したカリキュラム・マネジメントの推進 
☆「考え、議論する道徳」の推進や、いじめのない風土づくり 

目標１ 子どもの力を高めます 
方針１ 自ら考え判断し行動できる総合的な力を育む教育を目指します 
方針２ しっかり教えしっかり引き出す指導を徹底します 

 

〈主な取組〉 
□小中一貫型学校カウンセラーの全ブロッ

ク配置 

□区こども家庭支援課に学校連携・こども担

当課長を配置 

□親の交流の場づくり事業 

〈○成果・☆今後に向けて〉 
○保護者からの相談を受けやすい環境の整備 
○区役所と学校との連携強化 
☆保護者が安心して、家庭での教育を行える支援の強化 
☆学校と関係機関等とが連携した切れ目のない支援の展開 

目標４ 家庭、そして地域の教育力を高めます 

方針６ 家庭・地域・学校が連携し、子どもの成長を支え合います 
 

〈主な取組〉 
□「教員のキャリアステージにおける人材育

成指標」の策定と研修の推進 
□「授業改善支援センター（ハマ・アップ）

の 4 方面開設 
□児童支援専任教諭の小学校全校配置 

□「中期学校経営方針」の策定と公表 

〈○成果・☆今後に向けて〉 
○「学校の授業が分かりやすい」と答える児童生徒の割合上昇 
○学校の組織的な対応力の向上 
☆キャリアステージに応じた的確な人材育成 
☆様々な人材や関係機関等と連携する「チーム学校」の推進 
☆小学校英語の教科化等の新たな教育内容や、特別な支援を必

要とする児童生徒への対応等の教員の指導力向上 

目標２ 学校・教職員の力を高めます 

方針３ 誇りや使命感に満ちた信頼される教職員を確保・育成します 
方針４ マネジメント能力の向上により学校の“チーム力”を高めます 

 

〈主な取組〉 
□「学校をひらく」週間の設定 

□「学校運営協議会」等の全校配置 

□「学援隊」「学校・地域コーディネーター」

「地域交流室」の拡充 

〈○成果・☆今後に向けて〉 
○外部人材の積極的な活用等、開かれた学校運営の推進 
☆「社会に開かれた教育課程」の実現に向け、地域の人的・物

的資源および学校運営協議会等の更なる活用 
☆社会全体で教育を推進 

目標３ 学校を開きます 

方針５ 学校を開き自律・分権・地域参画型の多様な学校を目指します 
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【参考資料】 
 
  

 

 

 

 

 
  
 

「知」「徳」「体」「公」「開」の視点から見た横浜の子どもの変容 
  

知 幅広い知識と教養 
～学ぶ楽しさと創り出す喜びを通じて 自らの可能性と人生を切り拓きます～ 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○学校での勉強が好きと答える子ども、困難なことにも挑戦する子どもが増えてきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：横浜市学力・学習状況調査】                 【出典：全国学力・学習状況調査】 

 

☆多様化、複雑化する社会を生き抜くために必要な力を育む上でも、自ら課題を設定し、その解決に向

けて様々な角度から考えることが大切です。そのため、互いの意見を交換し合い、自らの考えを深め

られる授業改善が求められます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【出典：全国学力・学習状況調査】                               
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「難しいことでも、失敗を恐れずに挑戦している」 
と答える子どもの割合合 
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20

40

60

80

小6 中3 

「勉強が好き」と答える子どもの割合合 

「市民力・創造力」を兼ね備えた未来を担う市民の育成を目指し、「知」「徳」「体」「公」「開」

で表す力を育んできました。横浜教育ビジョンのもと、３つの計画（横浜教育ビジョン推進プログ

ラム（H18～H22）、第１期横浜市教育振興基本計画（H22～H26）、第２期横浜市教育振興基本計

画（H26～H30））を推進するとともに、各学校では、経営方針や教育目標に「知」「徳」「体」「公」

「開」を反映させ、子どもたちを育んできました。 
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「先生から示される課題や、学級やグループの中で 自分たちで立てた課題に対して、 
自ら考え、自分から取り組んでいた」と答える子どもの割合 (H29) 
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全国 
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（□成果・☆今後に向けて） 
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○他者を思いやる心や礼儀や規律を重んじる態度の醸成が進んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：全国学力・学習状況調査】                 【出典：全国学力・学習状況調査】 

☆横浜の子どもの自己肯定感は、経年では高まってきているものの、全国に比べると低い状況にありま

す。自分をかけがえのない存在として大切にする心や、変化に柔軟に対応することができるような力

を育むことが重要です。                   
【出典：全国学力・学習状況調査】 

 徳 豊かな情操と道徳心 
    ～礼儀や規律を重んじ、家族を大切にし、他者を思いやり、相手の人格を尊重して行動します～ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体 健やかな体 
   ～自分や他者の生命や体を尊び、自らの健やかな体をつくります～ 
  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                    
    
 

  

○運動やスポーツをすることが好きと答える子どもの割合がわずかに増えてきています。また、食生活

をはじめとし、生活習慣の基礎が培われてきています。 

 

 

 

 

 

 

 
  

【出典：全国体力・運動能力等調査】                 【出典：全国学力・学習状況調査】 

☆横浜市の子どもの体力は、全国平均に比べると低い状況にあります。体を動かすことの楽しさや心地

よさを味わえるような取組を進めることが大切です。  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

【出典：全国体力・運動能力等調査】 

 

 

 

「人が困っているときに、進んで助けている」 
        と答える子どもの割合合 
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「学校のきまりを守っている」 
と答える子どもの割合合 

「朝食を毎日食べている」と答える子どもの割合合 「運動、スポーツをすることが好き」と答える子どもの割合合 
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「自分にはよいところがある」と答える子どもの割合（H29） 
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体力合計点の全国との比較 

・「新体力テスト（９種目）」の成績

を得点化したもので比較。 

・横浜市は、全国平均に比べ、全学

年男女ともに低い。(左のグラフ

は、全国を100とした場合の横浜

の値) 
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公 公共心と社会参画意識 

 ～横浜を愛し、積極的に社会にかかわり、貢献します～ 

 

  

開 国際社会に寄与する開かれた心 

 ～日本の伝統や文化を尊重しながら、国際社会の発展に貢献します～ 

 

 

 

 

 

○異文化に対する関心が高まり、共生の意識の醸成が進んできています。

 

 

【出典：全国学力・学習状況調査】  【出典：全国学力・学習状況調査】  

☆一層グローバル化が進む中、多様な人々と協働できるよう、価値観や背景の異なる相手ともコミュ

ニケーションをとりながら、グローバルな視野で持続可能な社会の実現に向けて行動できることや、

新たな価値を創造しようとする態度の育成が重要です。

【出典：全国学力・学習状況調査】

○横浜を愛し、社会的な自立に向け、社会に貢献しようとする態度が育まれてきています。

 

 

【出典：全国学力・学習状況調査】  【出典：全国学力・学習状況調査】 

☆将来の夢や目標をもつ子どもや、地域等でのボランティア活動への参加経験は全国より低い状態にあ

ります。学校での学びと社会を関連付け、地   域や社会がよりよくなるために自分ができることを考え、   

他者と協働しながら課題解決を図る機会を設けることが大切です。

【出典：全国学力・学習状況調査】  【出典：全国学力・学習状況調査】

「地域や社会をよりよくするために何をすべきか 
考えることがある」と答える子どもの割合合 

「今住んでいる地域の行事に参加している」 
と答える子どもの割合合 

「将来、外国に留学したり、国際的な仕事に就いてみた
りしたいと思う」と答える子どもの割合（H29） 

「外国の人と友達になったり、外国のことについてもっと
知ったりしてみたいと思う」と答える子どもの割合(H29) 
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「将来の夢や目標をもっている」と答える子どもの割合（H29） 
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「地域社会などでボランティアに参加したことがある」
と答える子どもの割合（H29） 
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「学級会などの話し合い活動で、自分とは違う意見や少数意見を生かしたり 
折り合いを付けたりして話し合い、意見をまとめている」と答える子どもの割合 (H29) 
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現行ビジョンと「横浜教育ビジョン2030」の違いについて 
  
１ 横浜の教育が目指す人づくり 

    

 

 

 

 

 

 
   
２  子どもに身に付けてほしい力を５つの視点「知」「徳」「体」「公」「開」で表現 

「横浜教育ビジョン」を礎に、2030年頃の社会のあり方を見据え、また、新学習指導要領の考え 

方をふまえ、教職員に広く浸透している「知」「徳」「体」「公」「開」を、改めて打ち出しました。 
 
 

 

   

 

 

 

   
 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
   
３ 横浜の教育の方向性における新たな視点 

  新たな時代に向けて、「多様性を尊重し、つながりを大切にした教育」を推進することを明記。 
    
  ○「教育の方向性１ 子どもの可能性を広げます」に主体的な学び、創造に向かう学びを明記 

  ○「教育の方向性２ 魅力ある学校をつくります」にいじめなどの課題への対応、社会に開かれ 

た教育課程の実現、教職員の働き方改革を明記 

  ○「教育の方向性３ 豊かな教育環境を整えます」に建替えの基本方針に基づく学校施設の計画

的な建替えを明記 

  ○「教育の方向性４ 社会全体で子どもを育みます」に家庭教育の支援、多様な主体との連携・

協働、教育と福祉や医療の連携を明記 

生きて はたらく知 
◎身に付けた知識や経験を活用し、知 

恵をはたらかせて生きる力などを育 

みます。 

「市民力・創造
力」を兼ね備えた 
未来を担う市民 

現行（平成18年策定） 

「自ら学び 社会とつながり ともに未来を創る人」 
 

◎大きく変化する社会を見据え、主体的に考え、意欲的 
に学び続け、多様な人々と関わり合うことを通して、 
よりよい社会や新たな価値を創造する人を育むこと
を目指します。 

横浜教育ビジョン2030 

幅広い知識 

と教養 知 

現行（平成18年策定） 横浜教育ビジョン2030 

徳 豊かな情操と 

道徳心 

体 健やかな体 

公 公共心と 

社会参画意識 

 
◎意識を持つことから一歩踏み出し、
地域や社会のために他者と協働す
る力などを育みます。 

開 国際社会に寄与

する開かれた心 

◎道徳の教科化等も契機とし、自分を
律する態度と人を思いやる優しさ 
などを育みます。 

◎ラグビーワールドカップやオリン
ピック・パラリンピックの経験を踏
まえ、生涯にわたって運動やスポー
ツに親しむ態度などを育みます。 

◎グローバル化が加速する中、未来を
切り開くため、新たな価値を創造し
ようとする態度などを育みます。 

豊かな心 

 
健やかな体 

 
未来を開く志 

 
公共心と社会参画 

横浜の 
教育が 
目指す 
人づくり 
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